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薬食発第 033 0 0 1 8号

平成 17年 3月 30日

各都道府県知事 殿

厚生労働省医薬食品

薬事法関係手数料令の全部を改正する政令等
の施行について

薬事法関係手数料令の全部を改正する政令 (平成
17年政令第91号)(別 添 1参 照)

及び薬事法関係手数料規則の
一部を改正する省令 (平成17年厚生労働省令第52号)(匝

添□参照)が 本年 3月 30日に公布
され、 4月 1日 より施行されることとなつた。

その施行について本改正の趣旨、各手数料区分等
の取扱い、留意事項、手数料の納

付方法について下記のとお り定めたので、貴職におかれ
ては、下記事項に御留意の上、

貴管下関係業者等に周知徹底を図るとともに、適切な指導
を行い、その実施に遺漏な

きを期されたい。

なお、この通知において、薬事法及び採血及び供血あ
っせん業取締法の

一部を改正

する法律 (平成14年法律第96号)第 2条 の規定による改
正後の薬事法 (昭和35年法律

第145号)を 「法」と、薬事法関係手数料令の全部を改
正する政合による改正前の薬事

法関係手数料令 (平成12年政令第67号)を
「旧手数料令」と、改正後の薬事法関係手

数料令を 「新手数料令」と、薬事法関係手数料規則
の一部を改正する省令による改正

後の薬事法関係手数料規則 (平成12厚生労lSj省令第63号)を
「新手数料規則」とそれ

ぞれ略称する。

また、旧手数料令と新手数料令における区分及び手数料
の額については、旧J添 31を

参熙されたい。

記

第一 薬 事法関係手数料令の全部改正の基本的考え方

薬事法について、国際的な整合性や科学技術の進展、企業行動
の多様化等の社会

経済情勢の変化に対応するため、医療機器に係る安全対策
の見直 し、医薬品等の承

認 ・許可制度の見直し等を内容とする法が本年 4月 1日 より施行
される。

これに伴い、薬事法に基づいて行われる医薬品、医業部外品、化粧
品及び医療機



器 (以下 「医薬品等Jと い う。)に 係る承認又
は許可の申請等に関 して、国及び独

立行政法人医薬品医療機器総合機構 (以下
「機構」とい う。)に 納める手数料を新

設又は改定するものである。

なお、各手数料の額は、実際に審査等の業務に要す
る費用 (申請

一件に要する費

用を積み上げたもの)を 基に算定したものである。
また、当該費用のうち人件費及

び物件費については、厚生労働省又は機構
の組織革価に所要時間を乗 じて算出し、

それ以外の費用は実費相当額 としているも
のである。ただし、審査業務に要する費

用については、できる限り合理化に努めたところ
である。

第二 手 数料の区分について

新手数料令の各手数料区分に関する考え方は次
のとお りである。

(国の手数料)

第 1条 及び第 2条 関係

動物用医薬品、医薬部外品及び医療機器 (以下
「動物用医薬品等」とい う。)

に係る規定。

第 3条 関係

法第 13条 第 1項 の許可及び同条第 6項 の許可
の区分の変更又は追加の許可の

申請に係る手数料の額を規定するもの。

第 4条 関係

法第 13条 第 3項 の許可の更新の申請に係る手数料
の額を規定するもの。

4 第 5条 関係

法第 13条 の 3第 1項 の認定及び同条第 3項 において準用する法第
13条 第 6

項の認定の区分の変更又は追加の認定の申請に係る手数料
の額を規定するもの。

5 第 6条 関係

法第 13条 の 3第 3項 において準用する法第 13条 第
3項 の認定の更新の申請

に係る手数料の額を規定するもの。

6 第 7条 関係

法第 14条 第 1項 又は第 19条 の 2第 1項 の承認
の申請に係る手数料の額 (第

1項 第 1号 関係)及 び法第 14条 第 9項 (法第 19条
の 2第 5項 において準用す

る場合を含む。)の 承認事項の
一部変更承認の申請に係る手数料の額 (第 1項 第

2号関係)を規定するもの。各手数料の区分の対象については以下のとおり。



(1)第 1項第 1号イ関係

① (1)から(10)までの対象となる医薬品は、旧手数料
令第 3条第 1項第 1号イ

の(1)から(10)までの対象とされている医栗品と同様とする。

② (11)の対象となる体外診断用医薬品は、新手数料規員」第
2条に規定する、

新手数料令第7条第1項第1号イ(12)に掲げる体外診断用医薬品
と組み合わせて

一体となる体外診断用医案品とする。

③ (12)の対象となる体外診断用医薬品は、法第
14条第 2項第 3号 (法第19条

の2第 5項 において準用する場合を含む。)の 審査に係る承認基準
が定めら

れているものとする。

④ (13)の対象となる体外診断用医薬品は、(11)、(12)及
び動物用を除く体外

診断用医薬品とする。

承認基準の定められている体外診断用医薬品を組み合わ
せて一体となつた

体外診断用医薬品 (以下 「シリ
ーズ申請品目」という。)に ついて承認取得

後に構成製品を追加するための申請は、シリ
ーズ申請品目の新規申請となる

こと。この場合及び新規にシリ
ーズ申請品目の申請を行う場合の手数料は、

基本となる構成製品に係る手数料に、それ以外の構成製品
の数に構成製品当

たりの単価を乗じた額を加えた額となる。また、構成製品の数を変更
せずに

同一品目として本質を変えない変更を行う場合は、シリ
ーズ申請品目の

一部

変更承認申請となる。

(2)第 1項 第 1号 口及びハ関係

口及びハの対象となる医薬部外品及び化粧品は、 日手数料令第
3条 第 1項 第

1号 口及びハの対象とされている医薬部外品及び化粧品と同様 とする。

(3)第 1項第 1号 二関係

① (1)の対象となる医療機器は、法第14条第 3項
の厚生労働省令で定める、臨

床試験を要する医療機器とする。

② (2)の対象となる医療機器は、

において準用する場合を含む。)

療機器とする。

③ (3)の対象となる医療機器は、

法第14条第 2項第3号 (法第19条の2第 5項

の審査に係る承認基準が定められている医

(1)、(2)及び動物用以外の医療機器とする。

(4)第 1項第2号関係

① イの(1)から(18)までの対象となる医薬品は、旧手数料令第
3条第1項第2



号イの(1)から(18)までの対象とされている医薬品
と同様とする。

② イ の (19)から(21)までの対象となる体外診断
用医薬品は、新手数料令第 7

条第 1項 第 1号 イの(11)から(13)までの区分に準ずるも
のとする。

③  口 及びハの対象となる医薬部外品及び化粧品は、
旧手数料令第 3条 第 1項

第 2号 口及びハに掲げる医薬部外品及び化粧品と同様
とする。

④ 二 の対象となる医療機器は、新手数料令第
7条 第 1項 第 1号 二の区分に準

ずるものとする。

(5)第 2項 及び第 3項 関係

動物用医薬品等に係る規定である。

(6)第 4項 関係

対象となる試験は、旧手数料令第 3条 第 4項 の対象 とされ
ている試験 と同様

とする。

7 第 8条 関係

動物用医薬品等に係る規定である。

8 第 9条 関係

法第 14条 の 4(法 第 19条 の 4に おいて準用する場合を含
む。)の 医薬品又

は医療機器の再審査の申請に係る手数料の額を規定するも
の。各手数料の区分の

対象については以下のとおり。

(1)第 1項 第 1号 関係

イ及び口の対象となる医薬品は、十日手数料令第 4条 第 1項 第
1号 イ及び口の

対象とされている医薬品と同様とする。

(2)第 1項 第 2号 関係

イ及び口の対象となる医療機器は、旧手数料令第 4条 第 1項 第 2号 イ及
びロ

の対象とされている医療用具に準ずるものとする。

9 第 10条 関係

法第 23条 の 18第 1項 の規定により、登録認証機関が天災そ
の他の事由により

基準適合性認証の業務の全部又は
一部を実施することが困難となった場合に厚生

労働大臣が基準適合性認証の業務を行 う場合の手数料
の額を規定するものである。

10 第 11条 関係



法第 40条 の 2第 1項 の許可及び同条第 5項
の許可の区分の変更又は追加の許

可の申請に係る手数料の額を規定するものである。

11 第 12条 関係

法第 40条 の 2第 3項 の許可の更新の申請に係る手数料
の額を規定するもので

ある。

12 第 13条 関係

輸出用の動物用医薬品等に係る規定である。

13 第 14条 関係

医薬品若 しくは医療機器の製造業の許可証、外国製造業
の認定証又は医療機器

の修理業の許可証の書換え交付の申請に係る手数料
の額を規定するものである。

14 第 15条 関係

医薬品若 しくは医療機器の製造業の許可証、外国製造業
の認定証又は医療機器

の修理業の許可証の再交付の申請に係る手数料の額を規定す
るものである。

(独立行政法人医薬品医療機器総合機構の手数料)

15 第 16条 関係

法第 13条 の 2第 3項 の調査の申請に係る手数料
の額を規定するもの。各手数

料の区分の対象については以下のとおり。

(1)第 1項 関係

法第 13条 第 1項 の許可並びに同条第 6項 の許可の区分
の変更又は追加の許

可及び同条第 3項 の許可の更新についての調査の申請に係る手数料
の額を規定

するものである。

(2)第 2項 関係

法第 13条 の 3第 1項 の認定並びに同条第 3項 において準用する法第
13条

第 6項 の認定の区分の変更又は追加の認定及び同条第
3項 の認定の更新につい

ての調査の申請に係る手数料の額を規定するものである。

16 第 17条 関係

法第 14条 の 2第 3項 (法第 19条 の 2第 5項 及び第 6項 にお
いて準用する場

合を含む。)の 審査及び調査の申請に係る手数料の額を規定するも
のである。各

手数料の区分の対象については以下のとお り。



(1)第 1項第 1号イ (医薬品についての承認)関 係

① (1)から(10)までの対象となる医薬品は、旧手数料
令第9条第 1項第 1号イ

の(1)から(10)までの対象とされている医薬品と同様とする。

② (11)の対象となる体外診断用医薬品は、新手数料令
第 7条第 1項第 1号イ

(11)と同様である。

③ (12)の対象となる体外診断用医薬品は、新手数料令第
7条第 1項第 1号イ

(12)と同様である。

④ (13)の対象となる体外診断用医薬品は、新手数料令第
7条第 1項第 1号イ

(13)と同様である。

(2)第 1項第 1号口及びハ (医薬部外品及び化粧品に
ついての承認)関 係

口及びハの対象となる医薬部外品及び化粧品は、旧手数料令第
9条第 1項第

1号口及びハの対象とされている医薬部外品及び化粧品と同様とする。

(3)第 1項第 1号二 (医療機器についての承認)関 係

① (1)の対象となる医療機器は、新手数料令第 7条第 1項第
1号二 (1)と 同

様である。

② (2)の対象となる医療機器は、新手数料令第 7条第 1項第
1号二 (2)と 同

様である。

③ (3)の対象となる医療機器は、新手数料令第 7条第 1項第 1号
二 (3)と 同

様である。

(4)第 1項第 1号ホ関係

既に承認を受けている医薬品等と名称のみが異なる医薬品等
の承認の申請(い

わゆる 「販売名変更代替新規申請J)に係る手数料の額を新設したも
のである。

(5)第 1項第2号 (承認事項の
一部変更承認関係)関 係

① イ の(1)から(7)までの対象となる医薬品は、旧手数料令第
9条第 1項第2

号イの(1)から(7)までの対象とされている医薬品と同様とする。

② イ の(8)から(10)までの対象となる体外診断用医薬品は、新
手数料令第 17

条第 1項第 1号イの(11)から(13)の区分に準ずるものとする。

③ 口 及びハの対象となる医薬部外品及び化粧品は、旧手数料令第
9条第 1項

第2号 口及びハの対象とされている医薬部外品及び化粧品と同様す
る。



④ 二 の対象 となる医療機器は、新手数料令第
17条 第 1項 第 1号 二の区分に

掲げるものと同様である。

(6)第 2項 関係

機構が行 う書面による調査の申請に係る手数料
の額を規定するものである。

① 第 1号 イからりまでの対象となる医薬品は、旧手数
料令第 9条 第 3項 第 1

号イからりまでの対象とされている医薬品と同様 とする。

② 第 1号 ヌからフまでの対象 となる医療機器は、新手数
料令第 17条 第 1項

第 1号 二の(1)から(3)に掲げるものと同様である。

③ 第 2号 イからへまでの対象 となる医薬品は、旧手数料令第
9条 第 3項 第 2

号イからへまでの対象とされている医薬品と同様 とする。

④ 第 2号 卜からりまでの対象 となる医療機器は、新手数料
令第 17条 第 1項

第 1号 二の(1)から(3)に掲げるものと同様である。

(7)第 3項 関係

機構が行 う医薬品又は医療機器の安全性に関する非臨床試験
の実施の基準 (G

LP)の 適合性調査の申請に係る手数料の額 (第1号 関係)及 び臨床試験
の実

施の基準 (GCP)の 適合性調査の申請に係る手数料
の額 (第2号 及び第 3号

関係)を 規定するもの。

① 第 1号 の対象 となる医薬品及び医療機器の調査は、旧手数料
令第 9条 第 4

項第 1号 の対象 とされている調査と同様とする。

② 第 2号 イからへまでの対象 となる医薬品は、旧手数料令第
9条 第 4項 第 2

号イからへまでの対象とされている医薬品と同様 とする。

③ 第 3号 の対象 となる医療機器の調査は、今般、新たに適用され
るものであ

る。

(8)第 4項 関係

機構が行 う法第 14条 第 6項 の調査 (以下
「GMP適 合性調査」 とい う。)

の申請に係る手数711の額を規定するもの。今般新たに適用されるも
ので、各手

数料の区分については、薬事法施行規則 (昭和 36年 厚生省令第
1号 )第 26

条に規定する医薬品等の製造業の許可の区分又は同規則第
36条 に規定する医

薬品等の外国製造業者の認定の区分に準じたも
のとしてお り、その対象につい

ては以下のとおり。



なお、調査を受ける製造所等が国内にある場合 と外国に
ある場合で手数料区

分を分けるものである。

① 第 1号及び第 2号 関係

法第 14条 第 1項 若 しくは第 19条 の 2第 1項
の承認を受けようとすると

き又は法第 14条 第 9項 (法第 19条 の 2第 5項 にお
いて準用する場合を含

む。)の 承認事項の
一部変更の承認を受けようとするときのGMP適 合性調

査の申請に係る手数料の額を規定するものである。

ア 第 1号 イ関係

対象となる医薬品及び医療機器は次のとおりとする。

① 生 物学的製斉J

O 放 射性医薬品

○ 高 度管理医療機器のうち、特別の注意を要するものとして厚生労働

大臣の指定するものであり、いわゆる 「クラスIV医療機器」を
い う。

① 法 第 43条 第 1項 及び第 2項 の規定により厚生労働大臣
の指定 した

医薬品及び医療機器であり、いわゆる 「国家検定医薬品及び医療機器」

をいう。

① 遺 伝子組換え技術応用医薬品及び医療機器

○ 細 胞培養技術応用医薬品

① 細 胞組織医薬品及び医療機器

〇 特 定生物由来製品

イ 第 1号 口関係

対象となる医薬品及び医療機器は、法第 14条 の 4第 1項 第
1号 に規定

する新医薬品及び新医療機器 (再審査を受けたものを除く。)と する。

ウ 第 1号ハ関係

対象となる医薬品、医薬部外品及び医療機器は、無菌医薬品並びに無菌

医薬部外品及び滅菌医療機器 とする。

工 第 1号 二関係

対象となる医薬品、医薬部外品及び医療機器は、上記アからウまでに掲

げる医薬品、医薬部外品及び医療機器以外の医薬品、医薬部外品及
び医療

機器とする。

オ 第 2号 関係

対象となるものは、上記アから工までに掲げる医薬品、医薬部外品及
び

医療機器の製造工程のうち、包装、表示又は保管のみに
ついて行 うものと

する。



② 第 3号 関係

法第 14条 第 6項 の政令で定める期間を経過する
ごとに受けるGMP適 合

性調査の申請に係る手数料の額を規定するも
の。

対象 となる医薬品、医薬部外品及び医療機器は、
上記①の区分に準ずるも

のとする。

(9)第 5項 関係

機構が行 うGMP適 合性調査について、外部試験検
査機関及び設計管理機関

を活用する場合における当該施設の調査の申請に係る手数料
の額を規定するも

のである。

なお、調査を受けるこれらの施設が国内にある場合と外国
にある場合で手数

料区分を分けるものである。

(10)第 6項 関係

上記 (8)及び (9)の調査について、外国において実地
の調査を実施する場合に

機構職員の旅費相当額を加算する旨を規定するも
のである。

(11)第 7項 関係

機構が行 う法第 80条 第 1項 の調査 (輸出用医薬品等に係る
GMP適 合性調

査)の 申請に係る手数料の額を規定するものである。各手数料
の区分の対象に

っぃては、上記 (8)及び (9)の区分に準ずるものとする。

(12)第 8項 関係

機構が行 う医薬品等の再審査のための確認の申請に係る手数料
の額を規定す

るもの。

① 第 1号 イ及び口の対象となる医薬品は、旧手数料令第
9条 第 5項 第 1号 イ

及び口の対象とされている医薬品と同様とする。

② 第 2号 イ及び口の対象となる医療機器は、旧手数料令第
9条 第 5項 第 2号

イ及び口の対象とされている医療用具に準ずるものとする。

(13)第 9項 関係

機構が行 う医薬品又は医療機器の製造販売後の調査及び試験
の基準 (GPS

P)の 適合性調査の申請に係る手数料の額を規定するもので、第
1号 は書面に

よる調査、第 2号 は実地による調査である。

なお、各試験を実施 した施設が国内にある場合と海外にある場合
で手数料区

分を分けるものである。



① 第 1号 イ及び口の対象となる医薬品は、旧手数料令第
9条 第 7号 第 1号 イ

及び口の対象とされている医薬品と同様とする。

② 第 2号 口の (1)から(4)までの対象となる医薬品は、旧手数
料令第 9条 第 7

項第 2号 口の(1)から(4)までの対象とされている医薬品と同様
とする。

③ 第 2号 口の(5)及び (6)の対象 となる医療機器は、今般、新
たに適用される

ものである。

第二 薬 事法関係手数料規則の
一部改正について

今般、旧手数料令の全部改正に伴い、薬事法関係手数料規則も以下
の通 り改正 した。

(1)第 1条第 3項 関係

申請が承認 されなかつた場合等でも、既に納付された手数料を還付
しない旨を

明確にしたこと。

(2)第 2条 関係

シリーズ申請品目を定義したこと。

(3)第 4条 関係

旅費に関する機構の規程が整備されたことに伴い、第 4条 を削除
したこと。

(4)そ の他

日手数料令の全部改正に伴い、所要の改正を行つたこと。

第四 施 行期 日について

施行期 日は、平成17年4月 1日 とする (附則第 1条 )。ただし、製造業
の許可に係

る手数料等については、公布の日 (平成17年3月 30日)よ り適用する
こととした (附

則第 2条 )。

第五 経 過措置について

平成17年3月 31日までに申請がされていて、かつ、機構が 4月
1日 以降に旧手数料

令第 9条 第 2項 及び第 6項 の調査を行 う必要があると判断したも
のについて、旧手数

料令と同様に、出張に要する費用を徴収することと
した。 (附則第 3条 )

なお、平成17年3月 30日以降に、これまで原料のみを製造 し
ている者が製造業の許

可を申請 した場合や製造業者が分社化等を行い新たに製造業
の許可を申請 した場合で、

かつ、当該申請が認められた場合は、業許可の申請がされた 日又
は平成17年4月 1日

のうち、遅い日付に遡つて許可が与えられたものとする。
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2 1

（原
子
爆
揮
被
患
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施

行
令
の

一
部
改
正
）

第
四
余
　
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
優
に
関
す
る
法

律
施
行
令

（平
成
七
年
政
令
第
二
十
六
号
）
の

一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
中

「平
成
十

一
年
四
月
」
を

「平
成
十
七

年
四
月
」
に
、
「十
三
万
九
千
六
百
円
」
を

「十
三
万
五

千
五
百
四
十
円
」
に
、
「五
万
千
五
百
五
十
円
」
を

「五

万
五
十
円
」
に
、
「四
万
八
千
五
十
円
」
を

「四
万
六
千

六
百
五
十
円
」
に
、
「三
万
四
千
三
百
三
十
円
」
を

一三

万
三
千
三
百
三
十
円
」
に
、
「
一
万
七
千
三
百
二
十
円
』

を

「
一
万
六
千
七
百
二
十
円
」
に
改
め
る
。

開
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月

一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（経
過
措
置
）

第
二
集
　
平
成
十
七
年
四
月
以
降
の
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
に
つ
い
て
、
児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
児
童
扶
養
手

当
の
額
等
の
改
定
の
特
例
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
七

年
法
律
第
九
号
）
第

一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
組
合

に
お
い
て
は
、
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童

扶
養
手
当
法
施
行
令

（附
則
第
四
粂
に
お
い
て
「新
令
」

と
い
う
．
）
第
二
条
の
四
第
二
項
中

「Ｏ

「
〇

一
八

一
六

十
八
」
と
あ
る
の
は
、
「〇

・
〇

一
八
四
九

一
三
」
と
す

る
。

第
二
条
　
平
蔵
十
七
年
二
月
以
前
の
月
分
の
児
童
扶
装
手

当
の
支
結
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

二
０

．

第
四
条
　
新
令
第
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
政

令
の
施
行
の
日
以
後
に
行
わ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
法
第

十
二
粂
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
に
つ
い
て
、
適
用

す
る
。

２
　
平
成
十
七
年
二
月
以
前
の
月
分
の
児
童
扶
装
手
当
の

児
童
扶
差
手
当
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
返

還
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
五
条
の
工
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
返
還
す
る
こ
と
と
な
る
金
額
が
第

一
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
第
五
条
の
こ

第
二
項
に
規
定
す
る
金
額
を
超
え
る
場
合

（児
童
扶
養

恒

暁
葬

．薙

揮

新

震

耗

醇
揮

協

韓

区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
柄
に
定
め
る
額

未
満
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
は
、
新
令
第
五
条
の
エ

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
一
な
お
従
前
の
例
に
よ

）●
．

厚
生
労
働
大
臣
　
尾
辻
　
秀
久

内
閣
浩
理
大
臣
　
小
泉
純

一
郎

菓
事
法
関
係
手
数
料
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

御
”
　
　
苺
室

平
成
十
七
年
二
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
　
小
泉
純

一
部

政
令
第
九
十

一
号

票
手
法
関
係
手
数
料
今

内
閣
は
、
葉
事
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五

号
）
第
二
十
三
条

（同
法
第
四
十
条
の
三
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
合
む
．）
、
第
七
十
八
粂
第

一
項
及
び
第
二
項

並
び
に
第
八
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
葉
事
法
関
係
手

数
料
令

（平
成
十
二
年
政
令
第
六
十
七
号
）
の
全
部
を
改

正
す
る
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

目
次第

一
章
　
国
に
納
め
る
手
数
料
（第

一
条
―
第
十
五
条
）

第
二
章
　
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
結
合
機
構

に
納
め
る
手
数
料
（第
十
六
粂
　
第
十
七
粂
）

附
則
第

一
車
　
国
に
納
め
る
手
数
料

（製
造
販
売
業
の
辞
可
の
申
■
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第

一
条
　
素
事
法

（以
下

■
法
」
と
い
う
。）
第
七
十
八
条

第

一
項
第

一
号
に
お
げ
る
者

（専
ら
動
物
の
た
め
に
使

用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
、
医
薬

部
外
品
又
は
医
療
機
器
つ
製
造
販
売
ｔ
係
る
軒
可
を
申

南
す
る
者
に
限
る
。
）
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
二
万
五
千
八
百

円

（行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
法
律

（平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十

一
号
）

第
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子

情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
申
滞
す
る
場
合
（以
下
「電

子
情
報
処
理
組
綺
を
使
用
す
る
場
合
」
と
い
う
。）
に

あ
っ
て
は
、
工
万
五
千
六
百
円
）
と
す
る
。

（製
造
販
売
業
の
軒
可
の
更
新
の
申
静
に
係
る
手
数
料

の
額
）

第
二
条
　
法
第
七
十
八
条
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

（専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ

れ
て
い
る
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
医
療
機
器
の
製

造
販
売
に
係
る
障
可
の
夏
新
を
申
騎
す
る
者
に
限
る
．）

が
同
項

の
規
定

に

よ
り

国

に
納

め

な
け
れ
ば

な
ら
な

い

手
数
料
の
額
は
、　
一
万
三
千
五
百
円

（電
子
情
報
処
理

松
織
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、　
一
万
三
千
二
百

円
）
と
す
る
．

（製
造
業
の
許
可
の
申
静
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
二
条
　
法
第
七
十
八
姿
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

（次
項
に
規
定
す
る
者
を
除
く
，
）が
同
条
第

一
項
の
規

定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　
医
葉
品
の
製
造
に
係
る
軒
司

（第
二
号
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
．）

≡一万
七
千
三
百
円

一
一　
医
療
機
器
の
製
造
に
係
る
締
司

（次
号
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
．）

一
一万
七
千
三
百
円

〓
一　
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ
て
い
る
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
医
療
機
器

の
製
造
に
係
る
鮮
司
　
一
一万
五
千
八
百
円

（電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万

五
千
六
百
円
）

２
　
法
第
七
十
八
条
第

一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

（法
第

十
三
条
第
六
項
の
群
可
の
区
分
の
変
更
又
は
追
加
の
節

可
の
申
苗
を
す
る
者
に
限
る
。）
が
法
第
七
十
八
条
第

一

項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数

料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
骸
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

〕

医
薬
品
の
製
造
に
係
る
軒
可
の
区
分
の
変
更
又
は

追
加
の
群
可

（第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
．）

二
万
六
千
二
百
円

一一　
医
療
機
器
の
製
造
に
係
る
軒
可
の
区
分
の
変
更
又

は
追
加
の
肝
可

（次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

二
万
六
千
三
百
円

≡
一　
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ
て
い
る
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
Ｘ
は
医
療
機
器

の
製
造
に
係
る
鮮
可
の
区
分
の
変
更
又
は
追
加
の
群

可
　
一
一万
五
千
八
百
円
ム
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
五
千
六
百
円
）

（理
道
業
の
許
司
の
賢
新
の
申
請
に
係
る
手
数
料
の

額
）

第
四
条
　
法
第
七
十
八
条
第

一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
が

同
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手

数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
お
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
て
れ
当
骸
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　
医
藻
品
の
製
造
に
係
る
軒
可
の
更
新

（第
二
号
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

一一万
六
千
二
百
円

一一　
医
療
機
器
の
製
造
に
係
る
併
可
の
更
新

（次
号
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
．）

一一万
六
千
二
百
円

〓
一　
尊
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ
て
い
る
医
妄
品
、
医
薬
部
外
品
ス
は
医
療
機
器

の
製
造
に
係
る
辞
可
の
更
新
　
一
万
三
千
五
百
円

（電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、　
一
万
三
千
三
百
円
）

（外
国
製
造
業

者
の
認
定
の
申
請
に
係
る
手
数
料
の

額
）

第
二
条
　
法
第
七
十

八
条
第

一
項
第
五
号
に
掲
げ

る
者

（次
項
に
規
定
す
る
者
を
除
く
．
）
が
同
条
第

一
項
の
規

定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当

弦
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
．

一　

医
薬
品
の
襲
道
に
係
る
露
定

（第
四
号
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
．
）

一
万
九
千
四
百
円

一
一　
医
要
部
外
品
の
製
造
に
係
る
閉
定

（第
四
号
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く
。
）
　

一
万
九
千
四
百
円

〓
一　
医
療
機
基
一の
製
造
に
係
る
開
定

（次
号
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。
）
　

一
万
九
千
四
百
月

四
　
専
ら
動
物
一の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ
て
い
る
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
医
療
機
器

の
製
造
に
係
る
露
定
　
一
一万
五
百
円

（電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
三
百

円
）

２
　
法
第
七
十
八
条
第

一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

（法
第

十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
読
み
書
え
て
準
用
す
る

法
第
十
三
条
第
六
項
の
認
定
の
区
分
の
変
更
又
は
追
加

の
躍
定
の
申
締
を
す
る
者
に
限
る
。）
が
法
第
七
十
八
粂

第

一
項
の
規
定
一に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
畝
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
．

一　
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
医
療
機
器
の
製
造
に

係
る
認
定
の
区
分
の
変
更
又
は
追
加
の
材
定

（次
号

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
　

一
万
九
千
四
百
円

一
一　
専
ら
動
物
一の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ
て
い
る
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
医
療
機
器

の
製
造
に
係
る
露
定
の
区
分
の
変
更
又
は
追
加
の
認

定
　
一
一万
五
百
円

（電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す

る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
二
万
三
百
円
）

３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
八
十
三
粂
第

一

項
の
規
定
に
よ
り
統
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
三

条
の
三
第

一
項
の
泌
定
の
申
静
に
つ
き
、
農
林
水
産
大

臣
が
、
法
第
八
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
苦

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
三
姿
第
五
項

（法
第
十
三
条

の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。）
の
規

装離藤銃壊碑力瀬競磋市わ脱めド騨親弱標鹿車

が
あ
る
と
材
め
る
場
合
に
お
け
る
前
三
項
に
規
定
す
る

者
に
係
る
法
第
八
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十
八
条
第

一
項
の
政
令
で

定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
第

一
項
第
四
号
ス
は
前
項
第

二
号
の
規
定
一に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め

る
額
に
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
と

す
る
．
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一
　

職
員
二
人
が
当
該
出
張
を
す
る
こ
と
と
し
た
場
合

に
お
け
る
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
や

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ

り
支
給
す
べ
き
こ
と
と
な
る
旅
費
の
額
に
相
当
す
る

額

（以
下

「旅
費
相
当
額
」
と
い
う
。
〉

一
一　
七
万
円
に
、
当
該
出
張
に
係
る
旅
費
相
当
額
の
計

算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

４
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
職
員
は

一
般
戦
の
職

員
の
結
与
に
関
す
る
法
律

（昭
和
一
一十
五
年
法
律
第
九

十
五
号
）
別
表
第

一
イ
の
行
政
職
俸
結
表
的
に
掲
げ
る

職
務
の
級
が
六
級
で
あ
る
者
で
あ
る
も
の
と
し
て
そ
の

旅
費
の
額
を
計
算
す
る
こ
と
と
し
、
旅
行
日
数
そ
の
他

旅
費
相
当
額
の
計
算
に
関
し
必
要
な
細
日
は
、
農
林
水

産
省
令
で
定
め
る
。

（外
国
製
造
業
者
の
認
定
の
更
新
の
申
講
に
係
る
手
数

料
の
額
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

第
六
集
　
法
第
七
十
八
条
第

一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
が

同
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手

数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　

医
薬
品
の
製
造
に
係
る
認
定
の
更
新

（第
四
号
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一
万
九
千
四
百
円

一
一　
医
葉
部
外
品
の
製
造
に
係
る
認
定
の
更
新

（第
四

号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
．
）

一
万
九
千
四
百
円

〓
一　
医
療
機
器
の
製
造
に
係
る
認
定
の
更
新

（次
号
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
，
）

一
方
九
千
四
百
円

四
　
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ
て
い
る
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
ス
は
医
療
機
器

の
製
造
に
係
る
認
定
の
夏
新

　

一
万
三
千
六
百
円

（電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、　
一
方
三
千
五
百
円
）

２
　
前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
十
三
条
の
三
第
二

項
に
お
い
て
読
み
警
え
て
準
用
す
る
法
第
十
三
粂
第
二

項
の
認
定
の
更
新
の
申
請
に
つ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
、

法
第
八
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
法
第
十
三
条
第
五
項

（法
第
十
三
粂
の
三
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ

る
実
地
の
調
査
を
行
う
た
め
、
当
該
職
員
を
、
当
該
調

査
を
行
う
施
設
の
所
在
地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る

法
第
八
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
法
第
七
十
八
粂
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
手

数
料
の
額
は
、
前
項
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
号
に
定
め
る
額
に
　
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
加

算
し
た
額
と
す
る
。

一　
職
員
二
人
が
当
該
出
張
を
す
る
こ
と
と
し
た
場
合

に
お
け
る
旅
費
相
当
額

一
一　
七
万
円
に
、
当
該
出
張
に
係
る
旅
費
相
当
額
の
計

算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
乗
し
て
得
た
額

３
　
前
粂
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

（医
薬
品
等
の
製
造
販
売
の
承
認
の
申
帯
に
係
る
手
数

料
の
額
）

第
七
条
　
法
第
七
十
八
条
第

一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
が

同
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手

数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
し
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　
法
第
十
四
粂
第

一
項
又
は
第
十
九
条
の
二
第

一
項

の
規
定
に
よ
る
承
認
　
イ
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
承

認
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
二
ま
で
に
定

め
る
額

イ
　
医
薬
品
に
つ
い
て
の
承
認
　
Ｄ
か
ら
い
ま
で
に

掲
げ
る
医
薬
品
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
倒
か

ら
的
ま
で
に
定
め
る
額

は
　
日
本
葉
局
方
に
収
め
ら
れ
て
い
る
医
薬
品
及

び
既
に
製
造
販
売
の
承
認
を
与
え
ら
れ
て
い
る

医
薬
品

（法
第
十
四
条
の
四
第

一
項
第

一
号
に

規
定
す
る
新
医
薬
品
で
あ
っ
て
そ
の
製
造
販
売

の
承
認
の
あ
っ
た
日
後
同
号
に
規
定
す
る
調
査

期
間

（同
粂
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
が
行

わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
延
長
後
の
期
間
）
を
経

過
し
て
い
な
い
も
の
及
び
同
条
第

一
項
第
二
号

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
指
示
す
る
医
薬

品
で
あ
っ
て
同
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣

が
指
示
す
る
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
を

除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「既
承
認
医
薬

品
」
と
い
う
。
）
と
有
効
成
分
若
し
く
は
そ
の
配

含
割
合
又
は
投
与
経
路
が
異
な
る
医
薬
品

（有

効
成
分
の
配
合
割
合
の
み
が
異
な
る
医
藻
品
に

あ
っ
て
は
、
医
療
用
医
薬
品
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
も
の

（以
下
「医
療
用
医
薬
品
」

と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
。
た
だ
し
、
専
ら
疾
病
の

診
断
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い

る
医
薬
品
の
う
ち
、
人
又
は
動
物
の
身
体
に
直

接
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
及
び
人
又
は

動
物
の
皮
膚
に
は
り
付
け
ら
れ
る
も
の
並
び
に

専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的

と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
　

四
十
八
万
七

百

円

０
　
０
に
掲
げ
る
医
薬
品
に
係
る
法
第
十
四
条
第

一
項
ス
は
第
十
九
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ

る
承
認
の
申
請

（以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「承

認
申
静
」
と
い
う
。
）
を
し
た
者
が
、
当
骸
承
認

申
精
に
係
る
医
薬
品

（以
下
の
に
お
い
て

、働

の
先
の
申
捕
品
目
」
と
い
う
。
）
と
有
効
成
分
及

び
そ
の
配
合
割
合
、
投
与
経
路
、
効
能
、
効
果

並
び
に
用
量
が
同

一
で
あ
っ
て
そ
の
形
状
、
有

効
成
分
の
台
量
又
は
有
効
成
分
以
外
の
成
分
若

し
く
は
そ
の
含
員
が
異
な
る
医
薬
品
に
係
る
承

認
申
語
を
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
医
薬
鳥

た
だ
し
、
い
の
先
の
申
臨
品
目
が
法
第
十
四
条

の
四
第

一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
新
医
薬
品
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
製
造
販
売
の
承
認

の
あ

っ
た
日
後
同
号
に
規
定
す
る
掘
査
期
間

（同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
が
行
わ
れ

た
と
き
は
、
そ
の
延
長
後
の
期
間
）
内
に
、
同

粂
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣

が
指
示
す
る
医
薬
品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

同
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
巨
が
指
示
す
る

期
間
内
に
当
骸
承
認
申
語
を
す
る
場
合
に
限

る
。
　

十
三
万
千
五
百
円

０
　
既
承
認
医
薬
品
と
効
能
、
効
果
、
用
法
又
は

用
畳
が
異
な
る
医
薬
品
で
あ
っ
て
、
希
少
疾
病

用
医
薬
品
で
な
い
も
の

（い
、
０
及
び
田
か
ら

田
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

一一
十

一
万

四
千
九
百
円

的
　
０
に
掲
げ
る
医
薬
品
に
係
る
承
認
申
請
を
し

た
者
が
、
当
骸
承
認
申
常
に
係
ち
医
薬
品

（以

下
的
に
お
い
て

「０
の
先
の
申
請
品
目
」
と
い

う
。）
と
有
効
成
分
及
び
そ
の
配
合
割
合
、
殺
与

経
路
、
効
能
、効
果
並
び
に
用
量
が
同

一
で
あ
っ

て
そ
の
形
状
、
有
効
成
分
の
合
量
又
は
有
効
成

分
以
外
の
成
分
若
し
く
は
そ
の
含
重
が
異
な
る

医
薬
品
に
係
る
承
認
申
鮪
を
す
る
場
合
に
お
け

る
当
骸
医
薬
品
。
た
だ
し
、
０
の
先
の
中
商
品

目
が
法
第
十
四
粂
の
四
第

一
項
第

一
号
に
規
定

す
る
新
医
薬
品
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の

製
造
販
売
の
承
認
の
あ
っ
た
日
後
同
号
に
規
定

す
る
嫡
査
期
間

（同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

延
長
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
延
長
後
の
期

間
）
内
に
、
同
粂
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

厚
生
労
働
大
臣
が
指
示
す
る
医
薬
品
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大

臣
が
指
示
す
る
期
間
内
に
当
該
承
認
申
請
を
す

る
場
合
に
限
る
。
　

九
万
百
円

０
　
既
承
認
医
薬
品
と
効
能
、
効
果
、
用
法
又
は

用
量
が
異
な
る
希
少
疾
病
用
医
薬
品

（側
、
の

及
び
側
か
ら
個
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

三
十

一
万
四
千
九
百
円

０
　
働
に
掲
げ
る
医
薬
品
に
係
る
承
認
申
請
を
し

た
者
が
、
当
該
承
認
申
苗
に
係
る
医
薬
品

（以

下
０
に
お
い
て

「働
の
先
の
申
障
品
目
」
と
い

う
。
）
と
有
効
成
分
及
び
そ
の
配
合
割
合
、
投
与

経
路
、
効
能
、
効
果
並
び
に
用
量
が
同

一
で
あ

っ

て
そ
の
形
状
、
有
効
成
分
の
合
畳
又
は
有
効
成

分
以
外
の
成
分
若
し
く
は
そ
の
含
量
が
異
な
る

医
薬
品
に
係
る
承
認
申
覇
を
す
る
場
合
に
お
け

る
当
該
医
薬
品
。
た
だ
し
、
働
の
先
の
申
開
品

目
が
法
第
十
四
条
の
四
第

一
項
第

一
号
に
規
定

す
る
新
医
薬
品
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
そ
の

製
造
販
売
の
承
認
の
あ

っ
た
日
後
同
号
に
規
定

す
る
調
査
期
間

（同
粂
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

延
長
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
延
長
後
の
期

間
）
内
に
、
同
粂
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

厚
生
労
働
大
臣
が
指
示
す
る
医
藻
品
で
あ
る
場

合
に
あ

っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大

臣
が
指
示
す
る
期
間
内
に
当
該
承
認
申
静
を
す

る
場
合
に
限
る
。
　

九
万
百
円

０
　
医
療
用
医
薬
品
で
あ

っ
て
、
希
少
張
病
用
医

薬
品
で
な
い
も
の

（い
か
ら
四
ま
で
及
び
ｍ
か

ら
い
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
〉

一
一万
九

千
二
百
円

０
　
０
に
掲
げ
る
医
薬
品
に
係
る
承
認
申
欝
を
し

た
者
が
、
当
舷
承
認
申
常
に
係
る
医
薬
品
と
有

効
成
分
及
び
そ
の
配
合
割
合
、
投
与
経
路
、
効

能
、
い効
果
並
び
に
用
曇
が
同

一
で
あ

っ
て
そ
の

形
状
、
有
効
成
分
の
合
重
又
は
有
効
成
分
以
外

の
成
分
若
し
く
は
そ
の
合
量
が
異
な
る
医
薬
品

に
係
る
承
認
申
常
を
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

医
薬
品
　
一
一万
九
千
二
百
円

働
　
側
か
ら
門
ま
で
、
０
、
田
及
び
ｍ
か
ら
聞
ま

で
に
掲
げ
る
医
薬
品
以
外
の
医
薬
品
で
あ

っ

て
、
希
少
疾
病
用
医
薬
品
で
な
い
も
の
　

一
万

九
千
三
百
円

側
　
０
に
縄
げ
る
医
薬
品
に
係
る
承
認
申
請
を
し

た
者
が
、
当
該
承
認
申
請
に
係
る
医
薬
品
と
有

効
成
分
及
び
そ
の
配
含
割
合
、
投
与
経
路
、
効

能
、
効
果
並
び
に
用
量
が
同

一
で
あ

っ
て
そ
の

形
状
、
有
効
成
分
の
合
重
又
は
有
効
成
分
以
外

の
成
分
着
し
く
は
そ
の
合
曇
が
異
な
る
医
薬
品

に
係
る
承
認
申
蒲
を
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

医
薬
品
　
一
万
九
千
三
百
円
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側
　
同
時
に
複
数
の
項
目
に
係
る
検
査
が
可
能
な

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
体
外
診

断
用
医
薬
品
　
一
一万
四
千
百
円

口
　
法
第
十
四
粂
第
二
項
第
二
号

（法
第
十
九
粂

の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
審
査
に
係
る
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る

体
外
診
断
用
医
薬
品

（側
、
側
及
び
側
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。
）

一
一方
四
千
百
円

側
　
体
外
診
断
用
医
藻
品

（側
、
側
、
側
及
び
ｍ

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

五
万
千
百
円

ｍ
　
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
あ

っ
て
、
日
本
薬

局
方
に
収
め
ら
れ
て
い
る
医
葉
品
及
び
既
に
製

造
販
売
の
承
認
を
与
え
ら
れ
て
い
る
医
薬
品

（法
第
十
四
条
の
四
第

一
項
第

一
号
に
規
定
す

る
新
医
薬
品
で
あ
っ
て
そ
の
製
造
販
売
の
承
認

の
あ

っ
た
日
後
同
号
に
規
定
す

る
調
査
期
間

（同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
が
行
わ
れ

た
と
き
は
、
そ
の
延
長
後
の
期
間
）
を
経
過
し

て
い
な
い
も
の
及
び
法
第
八
十
三
条
第

一
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十

四
粂
の
四
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
農
林
水

産
大
臣
が
指
示
す
る
医
薬
品
で
あ

っ
て
法
第
八

十
三
粂
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
通

用
さ
れ
る
法
第
十
四
条
の
四
第

一
項
第
二
号
に

規
定
す
る
農
林
水
産
大
臣
が
指
示
す
る
期
間
を

経
過
し
て
い
な
い
も
の
を
除
く
。
）
と
有
効
成
分

又
は
投
与
経
路
が
異
な
る
医
薬
品
。
た
だ
し
、

専
ら
疾
病
の
診
断
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的

と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
の
う
ち
、
動
物
の
身
体

に
直
接
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
及
び
動

物
の
皮
膚
に
は
り
付
け
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。

五
十
六
万
四
千
五
百
円

（電
子
情
報
処
理
組

織
を
使
用
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
五
十
六
万

四
千
四
百
円
）

蝸
　
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品

（側
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く
。
）

四
万
九
千
五
百
円

（電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万

九
千
三
百
円
〉

口
　
医
薬
部
外
品
に
つ
い
て
の
承
認
　
側
又
は
０
に

掲
げ
る
医
薬
部
外
品
の
区
分
に
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ

０
又
は
０
に
定
め
る
標

０
　
医
薬
部
外
品

（０
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

こ
万
円

０
　
尊
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
部
外
品
　
一一万
六
千
三

百
円

（電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す

に
あ
っ
て
は
、
二
万
六
千
百
円
）

化
紅
品
に
つ
い
て
つ
承
認
　
一一万
円

医
療
機
器
に
つ
い
て
の
承
認
　
い
か
ら
０
ま
で

に
掲
げ
る
医
療
機
器
の
区
分
に
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ

ｍ
か
ら
０
ま
で
に
定
め
る
額

働
　
法
第
十
四
粂
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
医
療
機
器
　
十
万
七
千
五
百
円

０
　
法
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号

（法
第
十
九
条

の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）
の
審
査
に
係
る
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る

医
療
機
器

（ｍ
、
０
及
び
０
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。）

三
万
五
十
三
百
円

０
　
医
療
機
器

（い
、
０
、
的
及
び
０
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。）

一二
方
五
千
三
百
円

的
　
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
る
医
療
機
器
で
あ
っ
て
、
既
に

製
造
販
売
の
承
認
を
与
え
ら
れ
て
い
る
医
療
機

器

（法
第
十
四
条
の
四
第

一
項
第

一
号
に
規
定

す
る
新
医
療
機
器
で
あ
っ
て
そ
の
製
造
販
売
の

承
認
の
あ
っ
た
日
後
同
号
に
規
定
す
る
爾
査
期

間

（同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
が
行
わ

れ
た
と
き
は
、
そ
の
延
長
後
の
期
間
）
を
経
過

し
て
い
な
い
も
の
及
び
法
第
八
十
三
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第

十
四
粂
の
四
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
農
林

水
産
大
臣
が
指
示
す
る
医
療
機
器
で
あ
っ
て
法

第
八
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
四
粂
の
四
第

一
項
第
二

号
に
規
定
す
る
農
林
水
産
大
臣
が
指
示
す
る
期

間
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
を
除
く
。）
と
構

造
、
使
用
方
法
、
効
能
、
効
果
又
は
性
能
が
明

ら
か
に
異
な
る
も
の
　
五
十
万
千
三
百
円

（亀

子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
五
十
万
千
百
円
）

０
　
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
る
医
療
機
器

（り
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
）

四
万
九
千
五
百
円

（電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四

万
九
千
三
百
円
）

一
一　
法
第
十
四
条
第
九
項

（法
第
十
九
条
の
二
第
五
項

に
お
い
て
弾
用
す
る
場
合
を
含
む
．
）
の
規
定
に
よ
る

承
認
　
フ「
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
承
認
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
二
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
医
豪
品
に
つ
い
て
の
承
認
　
的
か
ら
口
ま
で
に

掲
げ
る
医
藻
品
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
い
か

ら
０
ま
で
に
定
め
る
額

０
　
前
号
イ
い
に
掲
げ
る
医
薬
品
で
あ
っ
て
、
希

少
疾
病
用
医
薬
品
で
な
い
も
の

（効
能
、
効
果
、

用
法
又
は
用
工
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

一一一十

一
万
四
千
九

百
円

０
　
前
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬
品
で
あ
っ
て
、
希

少
疾
病
用
医
薬
品
で
な
い
も
の

（効
能
、
効
果
、

用
法
又
は
用
量
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

九
万
百
円

倒
　
前
号
イ
個
及
び
ｔ２‐
に
掲
げ
る
医
葉
品
で
あ
っ

て
、
希
少
疾
病
用
医
薬
品
で
な
い
も
の

（側
及

び
０
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

一
万
六
千
七

百
円

０
　
前
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬
品
で
あ
っ
て
、
希

少
疾
病
用
医
薬
品
で
あ
る
も
の

（効
能
、
効
果
、

用
法
又
は
用
量
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

一一一十

一
万
四
千
九

百
円

０
　
前
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬
品
で
あ
っ
て
、
お

少
疾
病
用
医
薬
品
で
あ
る
も
の

（効
能
ヽ
効
果
、

用
法
ヌ
は
用
盛
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

九
万
百
円

０
　
前
号
イ
仰
及
び
０
に
掲
げ
る
医
薬
品
で
あ
っ

て
、
希
少
疾
病
用
医
薬
品
で
あ
る
も
の

（四
及

び
働
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一
方
六
千
七

百
円

０
　
前
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬
品

（効
能
、
効
果
、

用
法
又
は
用
量
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

一一一十

一
万
四
千
九

百
円

０
　
前
号
イ
的
に
掲
げ
る
医
薬
品

（効
能
、
効
果
、

用
法
又
は
用
主
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

九
万
百
円

０
　
前
号
イ
０
及
び
口
に
掲
げ
る
医
薬
品

（０
及

び
０
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一
万
六
千
七

百
円

側
　
前
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬
品

（効
能
、
効
果
、

用
法
又
は
用
量
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

一一一十

一
方
四
千
九

百
円

側
　
前
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬
品

（効
能
、
効
果
、

用
法
又
は
用
量
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

九
万
百
円

０
　
前
号
イ
０
及
び
０
に
掲
げ
る
医
薬
品

（側
及

び
側
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一
万
六
千
七

百
円

働
　
前
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬
品

（効
能
、
効
果
、

用
法
又
は
用
量
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

一一一十

一
万
四
千
九

百
円

ｍ
　
前
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
棄
品

（効
能
、
効
果
、

用
法
又
は
用
量
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

九
万
百
円

呵
　
前
号
イ
０
及
び
働
に
掲
げ
る
医
薬
品

（田
及

び
的
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一
万
六
千
七

百
円

的
　
前
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬
品

（効
能
、
効
果
、

用
法
又
は
用
量
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

≡二
十

一
万
四
千
九

百
円

ｍ
　
前
号
イ
ｄＯ
に
掲
げ
る
医
薬
品

（効
能
、効
果
、

用
法
又
は
用
量
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
の
対
象

と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

九
万
百
円

仰
　
前
号
イ
０
及
び
側
に
掲
げ
る
医
藻
品

（ｍ
及

び
側
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

一
万
六
千
七

百
円

側
　
前
号
イ
側
に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

一
方
九
千
五
百
円

鋤
　
前
号
イ
岡
に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

一
万
九
千
五
百
円

０
　
前
号
イ
田
に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

三
万
五
千
三
百
円

吻
　
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
自

的
と
さ
れ
て
い
る
医
藻
品
　
一
一方
二
千
八
百
円

（電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
二
万
三
千
六
百
円
〉

口
　
医
薬
部
外
品
に
つ
い
て
の
承
認
　
側
ヌ
は
０
に

掲
げ
る
医
薬
部
外
品
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
て
れ

側
又
は
０
に
定
め
る
額

側
　
医
藻
部
外
品

（０
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一
万
五
千
八
百
円

０
　
尊
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
部
外
品

　
一
万
三
千
六

百
円

（電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合

に
あ

っ
て
は
、　
一
万
三
千
四
百
円
）
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ハ
　
化
粧
品
に
つ
い
て
の
承
認
　
一
万
五
千
八
百
円

一一　
医
療
機
器
に
つ
い
て
の
承
認
　
働
か
ら
四
ま
で

に
掲
げ
る
医
療
機
器
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

側
か
ら
四
ま
で
に
定
め
る
額

０
　
前
号
二
側
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
九
万
九
千

六
百
円

の
　
前
号
二
の
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
一
一方
七
千

四
百
円

０
　
前
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
一
一万
七
千

七
百
円

閉
　
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
る
医
療
機
器
　
一
一万
三
千
八
百

円

（電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
二
万
三
千
六
百
円
）

２
　
前
項
に
規
定
す
ュ
者

（法
第
八
十
三
条
第

一
項
の
規

定
に
よ
り
誘
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
四
条
ス
は

第
十
九
条
の
工
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
路
を
す
る
者

に
眼
る
．
）
が
法
第
八
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
四
条
第
二
項

（同
条
第

九
項
及
び
法
第
十
九
粂
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
合
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
添
付
す
る
当
該
申
締

に
係
る
医
薬
品

（専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
、
医
葉
部
外

品

（専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
医
療
機
器

（専
ら
動

物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る

も
の
に
限
る
。
）
の
安
全
性
に
関
す
る
試
験
そ
の
他
の
試

験
の
試
験
成
績
に
関
す
る
資
料
に
つ
き
、
農
林
水
産
大

臣
が
、
法
第
八
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
四
粂
第
二
項
第
二
号

（同
粂

第
九
項
及
び
法
第
十
九
条
の
こ
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
行
う
た

め
、
当
該
職
員
を
、
当
該
試
験
を
実
施
し
た
施
設
の
所

在
地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お

け
る
前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
八
十
三
粂
第

一

項
の
規
定
に
よ
り
続
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

八
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
前
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定
め
る
額
に
、
次
に

掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一　
職
員
二
人
が
当
該
出
張
を
す
る
こ
と
と
し
た
場
合

に
お
け
る
旅
費
相
当
額

一
一　
七
万
円
に
、
当
該
出
張
に
係
る
旅
費
相
当
額
の
計

算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
乗
し
て
得
た
額

３
　
第
五
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

４
　
法
第
十
四
条
第

規
定
に
よ
る
承
認

一
項
又
は
第
十
九
条
の
二
第

一
項
の

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「承
認
」

と

い
う
。
〉
の
た
め
に
厚
生
労
働
大
臣
が
必
要
と
認
め
る

試
験
の
対
象
と
な
る
医
薬
品
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
承
認
の
申
常
を
す
る
者
に

係
る
法
弟
七
十
八
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、

第

一
項
第

一
号
イ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
イ
に

定
め
る
額
に
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す

一う
。

一　
次
号
及
び
第
二
号
に
お
げ
る
試
験
以
外
の
試
験

十
五
万
円

≡
一　
動
物
を
使
用
し
た
試
験

（次
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。
）

一白
二
十
二
万
四
百
円

〓
一　
サ
ル
を
使
用
し
た
試
験
　
千
八
百
七
十
五
万
四
千

九
百
円

（動
物
用
医
薬
品
等
の
製
造
販
売
の
承
認
に
当
た
っ
て

の
実
地
の
綴
査
の
申
騎
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
八
条
　
法
第
七
十
八
条
第

一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

（法
第
八
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
十
四
条
第
六
項

（法
第
十
九
条
の
二

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
調
査
を

申
訴
す
る
者
に
限
る
。）
が
法
第
七
十
八
条
第

一
項
の
規

定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額

は
、
九
千
五
百
円

（電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
千
四
百
円
）
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
八
十
三
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
四
条

第
六
項

（法
第
十
九
粂
の
工
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）
の
実
地
の
調
査
の
申
請
に
つ
き
、
農

林
水
産
大
臣
が
、
当
該
綴
査
を
行
う
た
め
、
当
該
職
員

を
、
当
骸
調
査
を
行
う
施
設
の
所
在
地
に
出
張
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
前
項
に
規
定
す

る
者
に
係
る
法
第
八
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十
八
条
第

一
項
の
政
令

で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
項
に
定
め
る
額
に
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一　
職
員
二
人
が
当
該
出
張
を
す
る
こ
と
と
し
た
場
合

に
お
け
る
旅
費
相
当
額

一
一　
七
万
円
に
、
当
該
出
張
に
係
る
旅
費
相
当
額
の
計

算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

３
　
第
五
粂
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

（医
薬
品
ヌ
は
医
療
機
器
の
再
審
査
の
申
講
に
係
る
手

数
料
の
額
）

第
九
条
　
法
第
七
十
八
粂
第

一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者
が

同
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手

数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
”

一
　
医
藻
品
に
つ
い
て
の
再
審
査
　
イ
か
ら
ハ
ま
で
に

掲
げ
る
医
薬
品
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら

ハ
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
医
薬
品
以
外
の
医
薬
品

十
六
万
六
千
四
百
円

口
　
第
七
粂
第

一
項
第

一
号
イ
的
、
１３‐
又
は
働
に
掲

げ
る
医
薬
品
に
係
る
法
第
十
四
条
の
四
第

一
項

（法
第
十
九
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
再
毒
査
の
申
請

（以
下
ロ

に
お
い
て

「再
審
査
申
講
」
と
い
う
。
）
を
し
た
者

が
、
当
骸
再
審
査
申
務
に
係
る
医
薬
品
と
有
効
成

分
及
び
そ
の
配
含
割
合
、
技
与
経
路
、
効
能
、
効

果
並
び
に
用
重
が
同

一
で
あ
っ
て
そ
の
形
状
、
有

効
成
分
の
含
量
又
は
有
効
成
分
以
外
の
成
分
若
し

く
は
そ
の
合
量
が
異
な
る
医
薬
品
に
係
る
高
審
査

申
路
を
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
医
薬
品
　
一ハ
万

五
千
五
百
円

ハ
　
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的

と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
　
二
十
四
万
九
千
四
百
円

（電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
二
十
四
万
九
千
二
百
円
）

一
一　
医
療
機
器
に
つ
い
て
の
再
審
査
　
イ
か
ら
ハ
ま
で

に
掲
げ
る
医
療
機
器
の
区
分
に
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
法
第
十
四
条
の
四
第

一
項
第

一
号
に
規
定
す
る

新
医
療
機
器
　
八
万
四
千
百
円

ロ
　
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
医
療
機
器
以
外
の
医
療
機

器
　
ユハ
万
四
千
九
百
円

ハ
　
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的

と
さ
れ
て
い
る
医
療
機
器
　
≡
一十

一
万
八
千
六
百

円

（電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
二
十

一
万
八
千
四
百
円
）

２
　
前
項
に
規
定
す
る
者

（法
第
八
十
三
条
第

一
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
警
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
四
粂
の
四

第

一
項

（法
第
十
九
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
を
申
路
す
る
者
に
限

る
。
）
が
法
第
八
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
者

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
四
条
の
四
第
四
項

（法
第
十

九
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
り
添
付
す
る
当
骸
申
請
に
係
る
医
薬
品

（事
ら
動

物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る

も
の
に
限
る
。
）
又
は
医
療
機
器

（尊
ら
動
物
の
た
め
に

使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限

る
。
〉
の
使
用
成
績
等
に
関
す
る
資
料
に
つ
き
、
農
林
水

産
大
臣
が
、
法
第
八
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
四
余
の
四
第
二
項

（法

第
十
九
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
る
再
審
査
を
行
う
た
め
、
当
該
職
員
を
、
当

骸
使
用
成
績
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
施
設
の
所

在
地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
盟
め
る
場
合
に
お

け
る
前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
八
十
三
条
第

一

項
の
規
定
に
よ
り
統
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

八
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
前
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定
め
る
額
に
、
次
に

掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一
　
職
員
二
人
が
当
該
出
張
を
す
る
こ
と
と
し
た
場
合

に
お
け
る
旅
費
担
当
額

一
一　
七
万
円
に
、
当
該
出
張
に
係
る
旅
費
相
当
額
の
計

算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

３
　
第
五
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て

弾
用
す
る
。

〈基
準
適
合
性
認
証
の
申
講
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
十
条
　
法
第
七
十
八
条
第

一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者
が

同
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手

数
料
の
額
は
、

三
万
五
千
三
百
円
と
す
る
。

（医
療
機
器
の
修
理
業
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
数
料

の
額
〉

第
十

一
条
　
法
第
七
十
八
粂
第

一
項
第
十

一
号
に
掲
げ
る

者

（次
項
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
が
同
条
第

一
項
の

規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の

額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　

医
療
機
器
の
修
理
に
係
る
許
可

（次
号
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。
）

≡
一万
七
千
三
百
円

一
一　
専
ら
動
物
十の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ
て
い
る
医
療
機
器
の
修
理
に
係
る
辞
可
　

一
万

五
千
七
百
円

（電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、　
一
万
五
千
五
百
円
）

２
　
法
第
七
十
八
条
第

一
項
第
十

一
号
に
掲
げ
る
者

（法

第
四
十
粂
の
二
第
五
項
の
修
理
区
分
の
変
更
ス
は
追
加

の
辞
可
を
申
購
す
る
者
に
限
る
。
）
が
法
第
七
十
八
粂
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手

数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
し
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　

医
療
機
器
の
修
理
区
分
の
変
更
又
は
追
加
の
洋
可

（次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
〉

一
一万
六
千
二
百

円
一
一　
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ
て
い
る
医
療
機
器
の
修
理
区
分
の
変
更
又
は
追

加
の
洋
可

　

一
万
五
千
七
百
円

（電
子
情
報
処
理
組

織
を
使
用
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、　
一
万
五
千
五
百

円
）
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３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
四
十
条
の
二
第

一
項
の
計
可
の
申
静
に
つ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
、
法

第
八
十
三
余
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
法
第
四
十
条
の
二
第
四
項
第

一
号
の
農
林
水
産

省
令
で
定
め
る
基
準
の
適
合
性
に
関
す
る
調
査
を
行
う

た
め
、
当
該
職
員
を
、
当
該
調
査
を
行
う
施
設
の
所
在

地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
け

る
前
二
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
八
十
三
条
第

一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
者
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十

八
粂
第

一
項
の
政
令
て
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
第

一

項
第
二
号
ス
は
前
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
額
に
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合

計
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一　

職
員
二
人
が
当
該
出
張
を
す
る
こ
と
と
し
■
場
合

に
お
け
る
旅
費
相
当
額

一
一　
七
万
円
に
、
当
該
出
張
に
係
る
旅
費
相
当
額
の
計

算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
素
じ
て
得
た
額

４
　

第

五

粂

第

四
項

の
規
定

は
、

前
項

の
場
合

に

っ
ぃ
て

準

用
す

る
。

（医
療
機
器
の
修
理
業
の
許
可
の
更
新
の
申
箭
に
係
る

手
数
料
の
額
）

第
十
二
条
　
法
第
七
十
八
条
第

一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る

時評獅順∞船厳よ急抑鞄乱臨助娩釣賄純娩悔娩

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　

医
療
機
器
の
傍
理
に
係
る
絆
司
の
更
新

（次
号
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一
一万
六
千
三
百
円

一
一　
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ
て
い
る
医
療
機
器
の
修
理
に
係
る
許
司
の
更
新

七
千
三
百
円

（電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る

場
合
に
あ

っ
て
は
、
七
千
百
円
）

（輸
出
用
の
動
物
用
医
菓
品
等
の
調
査
の
申
請
に
係
る

手
数
料
の
額
）

第
十
三
条
　
法
第
七
十
八
条
第

一
項
第
十
三
号
に
指
げ
る

者

（法
第
八
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
法
第
八
十
粂
第

一
項
の
隷
査
を
申
蕊
す

る
者
に
限
る
。
）
が
法
第
七
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に

よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、

七
千
二
百
円

（電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
場
合

に
あ

っ
て
は
、
七
千
百
円
）
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
八
十
三
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
番
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
八
十
粂

第

一
項
の
実
地
の
調
査
の
申
請
に
つ
き
、
農
林
水
産
大

臣
が
、
当
該
調
査
を
行
う
た
め
、
当
該
職
員
を
、
当
該

調
査
を
行
う
施
設
の
所
在
地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
前
項
に
規
定
す
る
者
に
係

る
法
第
八
十
三
粂
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

適
用
さ
れ
る
法
第
七
十
八
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る

手
数
料
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項

に
定
め
る
額
に
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
加
算
し

た
額
と
す
る
。

一　
職
員
二
人
が
当
該
出
張
を
す
る
こ
と
と
し
た
場
合

に
お
け
る
旅
費
相
当
額

一
一　
七
万
円
に
、
当
骸
出
張
に
係
る
旅
費
相
当
額
の
計

算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
乗
し
て
得
た
額

３
　
第
五
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

（医
薬
品
若
し
く
は
医
療
機
器
の
製
造
業
の
許
河
柾
、

外
国
製
造
業
者
の
認
定
証
又
は
医
療
機
器
の
修
理
業
の

許
可
証
の
書
換
え
交
付
の
申
常
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
十
四
条
　
医
薬
品
若
し
く
は
医
療
機
器

（専
ら
動
物
の

た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の

を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
製
造
業
者
、

外
国
製
造
業
者
の
認
定
を
受
け
た
者
又
は
医
療
機
器
の

修
理
業
者
が
、
薬
事
法
施
行
令
よ
昭
和
三
十
六
年
政
令

第
十

一
号
。
以
下

「令
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
二
項

（令
第
十
八
粂
第

一
項
及
び
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
狙
に
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
い
次
の
各
号
に
掲
げ
る

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

二
つ

。一　
医
薬
品
若
し
く
は
医
療
機
器
の
製
造
業
又
は
医
療

機
器
の
修
理
業
の
辞
可
証
の
書
換
え
交
付
　
一
万
七

千
四
百
円

一
一　
外
国
製
造
業
者
の
認
定
証
の
書
換
え
交
付

　
一
万

五
千
七
哲
円

（医
薬
品
著
し
く
は
医
療
機
器
の
製
造
業
の
計
可
証
、

外
国
製
造
業
者
の
認
定
証
又
は
医
療
機
器
の
修
理
業
の

許
可
証
の
再
交
付
の
申
請
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
十
五
条
　
ほ
薬
品
著
し
く
は
医
療
機
器

（専
ら
動
物
の

た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の

を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
〉
の
製
造
業
者
、

外
国
製
造
業
者
の
認
定
を
受
け
た
者
又
は
医
療
機
器
の

修
理
業
者
が
、
令
第
十
三
条
第
二
項

（令
第
十
八
条
第

一
項
及
び
第
五
十
五
粂
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手

数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　

医
薬
品
若
し
く
は
医
療
機
器
の
製
造
業
又
は
医
療

機
器
の
修
理
業
の
許
可
証
の
再
交
付
　
一
万
七
千
四

百
円

一
一　
外
国
製
造
業
者
の
認
定
証
の
再
交
付
　
一
万
五
千

七
百
円
第
二
宝

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合

機
構
に
納
め
る
手
数
料

（機
構
に
よ
る
調
査
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
十
六
条
　
機
構
が
行
う
法
第
十
三
条
の
二
第

一
項
の
両

査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
法
第
七
十
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
機
構
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数

料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　

法
第
十
三
姿
第

一
項
の
許
司
に
つ
い
て
の
調
査

（次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

イ
又
は
口
に
掲

げ
る
辞
可
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ス
は
口
に

定
め
る
額

イ
　
第
二
条
第

一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
群
可
で

あ
っ
て
、
十美
地
の
服
査
を
伴
う
も
の
　
十
四
万
八

千
百
円

口
　
第
二
条
第

一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
締
可
で

あ
っ
て
、
実
地
の
調
査
を
伴
わ
な
い
も
の
　
十

一

万
千
五
百
円

一
一　
法
第
十
三
条
第

一
項
の
許
可
に
つ
い
て
の
調
査

（同
条
第
六
項
の
群
可
の
区
分
の
変
更
又
は
追
加
の

常
可
に
つ
い
て
の
も
の
に
限
る
。
〉

イ
ヌ
は
口
に
掲

げ
る
変
更
又
は
追
加
の
許
可
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
イ
又
は
口
に
定
め
る
額

イ
　
第
二
条
第
二
項
第

一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る

許
司
の
区
分
の
変
更
又
は
追
加
の
許
可
で
あ

っ

て
、
実
地
の
観
査
を
伴
う
も
の
　
九
万
七
千
四
百

円
口
　
第
二
粂
第
二
項
第

一
号
ヌ
は
第
二
号
に
掲
げ
る

許
可
の
区
分
の
変
更
又
は
追
加
の
祥
可
で
あ

っ

て
、
実
地
の
調
査
を
伴
わ
な
い
も
の
　
五
万
五
千

三
百
円

〓
一　
法
第
十
三
粂
第
二
項
の
許
司
の
更
新
に
つ
い
て
の

調
査
　
イ
又
は
口
に
掲
げ
る
部
可
の
更
新
の
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
口
に
定
め
る
額

イ
　
第
四
条
第

一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
許
可
の

更
新
で
あ
っ
て
、
実
地
の
調
査
を
伴
う
も
の
　
九

万
七
千
四
百
円

口
　
第
四
条
第

一
号
ヌ
は
第
二
号
に
掲
げ
る
許
可
の

更
新
で
あ
っ
て
、
実
地
の
調
査
を
伴
わ
な
い
も
の

五
万
五
千
三
百
円

機
桔
が
行
う
法
第
十
三
粂
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
十
三
粂
の
二
第

一
項
の
調
査
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
が
、
法
第
七
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

機
構
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　
法
第
十
三
粂
の
三
第

一
項
の
部
定
に
つ
い
て
の
調

査

（次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

イ
ス
は
口
に

掲
げ
る
認
定
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ス
は
ロ

に
定
め
る
額

イ
　
第
五
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
掲

げ
る
認
定
で
あ

っ
て
、
実
地
の
概
査
を
伴
う
も
の

十
三
万
三
千
三
百
円
に
、
当
該
翻
査
の
た
め
機

構
の
職
員
二
人
が
出
張
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に

お
け
る
機
構
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
支
給
す
べ

き
こ
と
と
な
る
旅
費
の
額
に
相
当
す
る
額

（以
下

「機
構
職
員
の
旅
費
相
当
額
」
と
い
う
。
）
を
加
算

し
た
額

口
　
第
五
粂
第

一
項
第

一

げ
る
認
定
で
あ
っ
て
、

も
の
　
五
万
八
千
百
円
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
掲

笑
地
の
嗣
査
を
伴
わ
な
い

一
一　
法
第
十
三
粂
の
三
第

一
項
の
認
定
に
つ
い
て
の
調

査

（同
条
第
二
項
に
お
い
て
続
み
替
え
て
準
用
す
る

法
第
十
三
条
第
六
項
の
認
定
の
区
分
の
変
更
又
は
追

加
の
認
定
に
つ
い
て
の
も
の
に
限
る
。
）

イ
又
は
ロ

に
掲
げ
る
認
定
の
区
分
に
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は

担
に
定
め
る
額

イ
　
第
五
粂
第
二
項
第

一
号
に
掲
げ
る
認
定
の
区
分

の
変
更
又
は
追
加
の
認
定
で
あ
っ
て
、
実
地
の
調

査
を
伴
う
も
の
　
エハ
万
四
千
六
百
口
に
機
構
職
員

の
旅
費
相
当
額
を
加
算
し
た
額

口
　
第
五
条
第
二
項
第

一
号
に
掲
げ
る
認
定
の
区
分

の
変
更
又
は
追
加
の
認
定
で
あ
っ
て
、
笑
地
の
鋼

査
を
伴
わ
な
い
も
の
　
一二
万
九
千
七
百
円

〓
一　
法
第
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
十
三
条
第
二
項
の
認
定
の
更
新
に
つ
い
て
の
調
査

イ
ス
は
口
に
掲
げ
る
認
定
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
イ
又
は
口
に
定
め
る
額

イ
　
第
六
粂
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲

げ
る
認
定
の
更
新
で
あ
っ
て
、
実
地
の
調
査
を
伴

う
も
の
　
とハ
万
四
千
六
百
円
に
機
構
職
員
の
旅
費

相
当
額
を
加
算
し
た
額

口
　
第
六
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
舞
三
号
ま
で
に
掲

げ
る
認
定
の
更
新
で
あ

っ
て
、
実
地
の
調
査
を
伴

わ
な
い
も
の
　
一二
万
九
千
七
百
円
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（機
構
に
よ
る
審
査
年
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
十
七
条
　
機
構
が
行
う
法
第
十
四
条
の
二
第

一
項

（法

第
十
九
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
客
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、

法
第
七
十
八
粂
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
て
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と

す
る
。

一　

法
弟
十
四
粂
第

一
項
又
は
第
十
九
条
の
二
第

一
項

の
規
定
に
よ
る
承
認
に
つ
い
て
の
審
査
　
イ
か
ら
ホ

ま
で
に
掲
げ
る
承
認
の
区
分
に
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
医
薬
品
に
つ
い
て
の
承
認

（ホ
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く
。
）

１１‐
か
ら
側
ま
で
に
掲
げ
る
医
薬
品
の

区
分
に
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
側
か
ら
田
ま
で
に
定
め

る
額
側
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
い
に
掲
げ
る
医
薬

品
で
あ
っ
て
、
希
少
疾
病
用
医
薬
品
で
な
い
も

の
　
九
百
八
十
四
万
千
五
百
円

０
　
第
七
粂
第

一
項
第

一
号
イ
い
に
掲
げ
る
医
薬

品
で
あ
っ
て
、
希
少
疾
病
用
医
薬
品
で
あ
る
も

の
　
八
百
二
十
五
万
千
七
百
円

０
　
第
七
粂
第

一
項
第

一
号
イ
の
に
掲
げ
る
医
薬

品
で
あ

っ
て
　
希
少
疾
療
用
医
薬
品
で
な
い
も

の
　
二
百
四
十
六
万
四
千
円

岡
　
第
七
粂
第

一
項
第

一
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬

品
で
あ

っ
て
、
希
少
疾
病
用
医
薬
品
で
あ
る
も

の
　
二
百
六
万
千
五
百
円

第
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
倒
に
掲
げ
る
医
薬

四
百
六
十
九
万
九
千
円

第
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
的
に
掲
げ
る
医
薬

百
十
七
万
四
千
三
百
円

第
七
粂
第

一
項
第

一
号
イ
働
に
掲
げ
る
医
藻

三
百
八
十
七
万
六
千
円

第
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬

百
万
四
千
百
円

０
　
舞
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
ｍ
又
は
０
に
掲
げ

る
医
薬
品
　
四
十

一
万
二
千
百
円

側
　
第
七
粂
第

一
項
第

一
号
イ
０
又
は
側
に
掲
げ

る
医
薬
品
　
十

一
万
三
百
円

ｍ
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
い
に
掲
げ
る
体
外

診
断
用
医
薬
品
　
エハ
万
三
百
円

働
　
第
七
粂
第

一
項
第

一
号
イ
碑
に
掲
げ
る
体
外

診
断
用
医
薬
品
　
一
一十
八
万
三
千
九
百
円

仰
　
第
七
粂
第

一
項
第

一
号
イ
側
に
掲
げ
る
体
外

診
断
用
医
薬
品
　
五
十
八
万
四
千
百
円

18)   (7) (6)  (5)
品  品口

”

口
　
舞
七
条
第

一
項
第

一
号
口
０
に
掲
げ
る
医
薬
部

外
品
に
つ
い
て
の
承
認

（ホ
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）

」ハ
万
三
千
五
百
円

ハ
　
化
粧
品
に
つ
い
て
の
承
認

（ホ
に
指
げ
る
も
の

を
除
く
。
）

とハ
万
三
千
五
百
円

二
　
医
療
機
器
に
つ
い
て
の
承
認

（ホ
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
，
）

的
か
ら
０
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
機

器
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
０
か
ら
０
ま
で
に

定
め
る
額

い
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療

機
器
　
一二
百
七
万
七
千
円

０
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療

機
器
　
二
十
八
万
三
千
九
百
円

０
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療

機
器
　
百
十
六
万
四
千
三
百
円

ホ
　
既
に
製
造
販
売
の
承
認
を
与
え
ら
れ
て
い
る
医

薬
品
、
医
薬
部
外
品
、
化
粧
品
又
は
医
療
機
器
（尊

ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ

れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
以
下
ホ
に
お
い
て
同

じ
。
）
と
名
称
の
み
が
異
な
る
医
薬
品
、
医
薬
部
外

品
、
化
粧
品
又
は
医
療
機
器
に
つ
い
て
の
承
認

三
万
五
一千
六
百
円

一
一　
法
第
十
四
粂
第
九
項

（法
第
十
九
条
の
二
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

承
認
に
つ
い
て
の
審
査
　
イ
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る

承
認
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
二
ま
で
に

定
め
る
額

イ
　
医
薬
品
に
つ
い
て
の
承
認
　
い
か
ら
ｍ
ま
で
に

掲
げ
る
医
葉
品
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
仰
か

ら
３０
ま
で
に
定
め
る
額

田
　
第
七
粂
第

一
項
第
二
号
イ
ーー‐
、
ｍ
、
曲
ス
は

側
に
掲
げ
る
医
薬
品
　
四
百
二
十

一
万
五
千
五

百
円

０
　
第
七
条
第

一
項
第
二
号
イ
０
、
０
、
ｍ
又
は

ｍ
に
掲
げ
る
医
薬
品
　
百
五
万
七
千
四
百
円

働
　
第
七
条
第

一
項
第
二
号
イ
０
、
０
ヌ
は
的
に

縄
げ
る
医
薬
品
　
一
一十
万
五
千
百
円

岡
　
第
七
条
第

一
項
第
二
号
イ
四
ヌ
は
０
に
掲
げ

る
医
薬
品
　
一二
百
四
十
八
万
七
千
百
円

働
　
第
七
条
第

一
項
第
二
号
イ
０
又
は
い
に
掲
げ

る
医
薬
品
　
八
十
七
万
五
千
六
百
円

０
　
第
ｔ
条
第

一
項
第
二
号
イ
０
又
は
側
に
掲
げ

る
医
薬
品
　
十
三
万
三
千
七
百
円

０
　
第
七
条
第

一
項
第
二
号
イ
側
に
掲
げ
る
医
薬

ｏｗ
　
五
万
六
十
四
百
円

口
　
第
七
条
第

一
項
第
二
号
イ
側
に
指
げ
る
体
外

診
断
用
医
薬
品
　
一二
万
千
九
百
円

０
　
第
七
条
第

一
項
第
二
号
イ
側
に
掲
げ
る
体
外

診
断
用
医
薬
品
　
十
四
万
三
千
五
百
円

岡
　
第
七
条
第

一
項
第
二
号
イ
側
に
掲
げ
る
体
外

診
断
用
医
藻
品
　
二
十
九
万
五
千
八
百
円

口
　
第
七
条
第

一
項
第
二
号
口
側
に
拓
げ
る
医
業
部

外
品
に
つ
い
て
の
承
認
　
一二
万
五
千
六
百
円

ハ
　
化
粧
品
に
つ
い
て
の
承
認
　
一二
万
五
千
六
百
円

二
　
医
療
機
器
に
つ
い
て
の
承
認
　
側
か
ら
０
に
掲

げ
る
医
療
機
器
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
倒
か

ら
０
ま
で
に
定
め
る
額

い
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
的
に
掲
げ
る
医
療

０　器七無獅
一十嘘籾
一八新却０に打げる医療

機
器
　
十
四
万
三
千
五
百
円

０
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療

機
器
　
五
十
八
万
四
千
百
円

２
　
機
構
が
行
う
法
第
十
四
粂
の
二
第

一
項

（法
第
十
九

条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
．
）
の
調
査
の
う
ち
書
面
に
よ
る
調
査

（法
第
十

四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
除
く
。
）
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
が
、
法
第
七
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
機
構
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　
法
第
十
四
条
第

一
項
又
は
第
十
九
条
の
二
第

一
項

の
規
定
に
よ
る
承
認
に
つ
い
て
の
調
査
　
イ
か
ら
ヲ

ま
で
に
掲
げ
る
医
薬
品
又
は
医
療
機
器
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヲ
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
い
に
掲
げ
る
医
薬
品

で
あ
っ
て
、
希
少
疾
病
用
医
薬
品
で
な
い
も
の

六
百
五
十
五
万
九
千
六
百
円

口
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
側
に
掲
げ
る
医
藻
品

で
あ
っ
て
、
希
少
疾
痛
用
医
薬
品
で
あ
る
も
の

三
百
二
十
八
万
六
千
円

ハ
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬
品

で
あ
っ
て
、
希
少
疾
病
用
医
薬
品
で
な
い
も
の

百
六
十
三
万
九
千
八
百
円

二
　
第
七
粂
第

一
項
第

一
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬
品

で
あ
っ
て
、
希
少
疾
病
用
医
薬
品
で
あ
る
も
の

・

八
十

一
万
八
千
百
円

ホ

第
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬
品

二
百
四
十
六
万
三
千
二
百
門

第
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
的
に
掲
げ
る
医
薬
品

六
十

一
万
五
千
九
百
円

第
七
粂
第

一
項
第

一
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
妄
品

百
二
十
三
万
三
千
五
百
円

第
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
０
に
掲
げ
る
医
薬
品

三
十

一
万
百
円

チ

け
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
０
又
は
０
に
掲
げ
る

医
薬
品
　
一
一十

一
万
四
千
円

ヌ
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機

理
”
　
六
十
六
万
四
千
五
百
円

ル
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機

器
　
とハ
万
八
千
五
百
円

フ
　
第
七
粂
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機

器
　
エハ
万
八
千
五
百
円

一
一　
法
第
十
四
条
第
九
項

（法
第
十
九
条
の
二
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
合
む
．
）
の
規
定
に
よ
る

蘇期誰ゆ沖煎郷欄静の団効向則峡ｋ社湘打梅

イ
か
ら
り
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
第
ｔ
粂
第

一
項
第
二
号
イ
い
、
１７‐
ス
は
側
に
掲

げ
る
医
薬
品
　
一
一百
四
十
六
万
三
千
二
百
円

口
　
第
七
条
第

一
項
第
二
号
イ
０
、
田
又
は
側
に
掲

げ
る
医
薬
品
　
エハ
十

一
万
五
千
九
百
円

ハ
　
第
七
条
第

一
項
第
二
号
イ
０
、
０
又
は
い
に
掲

げ
る
医
薬
品
　
十
二
万
七
百
円

二
　
第
七
粂
第

一
項
第
二
号
イ
０
ヌ
は
側
に
掲
げ
る

医
薬
品
　
百
二
十
三
万
三
千
五
百
円

ホ
　
第
七
条
第

一
項
第
二
号
イ
働
又
は
側
に
掲
げ
る

医
薬
品
　
≡一一十

一
方
百
円

へ
　
第
七
粂
第

一
項
第
二
号
イ
０
又
は
０
に
掲
げ
る

医
薬
品
　
十
万
九
千
八
百
円

第
七
姿
第

一
項
第
二
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機

器
　
六
十
六
万
四
千
五
百
円

第
七
条
第

一
項
第
二
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機

器
　
一二
万
七
千
百
円

り
　
第
七
条
第

一
項
第
二
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機

器
　
一二
万
七
千
百
円

３粂嚇輔紳節庫難晦耕和験的差噂↑部用（離務雛勧

を
含
む
。
）
の
摘
査
の
う
ち
実
地
の
調
査

（法
第
十
四
条

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
除
く
。
）
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
が
、
法
舞
七
十
八
粂
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
機

爺荘鞠櫛焼掛酌州醜膨跳ぃ奪機翻拘歎那ダ執的

定
め
る
額
と
す
る
。

一　

医
薬
品
又
は
医
療
機
器
の
安
全
性
に
関
す
る
非
臨

床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
係
る
調
査
　
イ
ス
は
口
に

掲
げ
る
調
査
の
区
分
に
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ス
は
ロ

に
定
め
る
額

イ
　
当
該
試
験
を
実
施
し
た
施
設
が
国
内
に
あ
る
場

合
の
調
査
　
〕
一百
六
万
三
千
四
百
円

口
　
当
該
威
験
を
実
施
し
た
施
設
が
海
外
に
あ
る
場

合
の
調
査
　
一
一百
二
十
八
万
三
千
六
百
円
に
機
構

職
員
の
旅
費
を
加
算
し
た
額
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一一　征巌瑞範期弥輔鵬的接飾知憾畔妊酪膨師推

任れ藩納知紳
一ら項へ練
一で荘在限名陳スは０に掲

脚降雄藤鍋雄陣碑ぼ抑翻嬢合（醍頗郷端を率

Ｄ
百
期
＝
矩
獅

一 三
庫
第

一 百
却
イ
い
ヽ
０
又
は
向
に
掲

げ
る
医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査

（当
該
試
験
を
実

施
し
た
施
段
が
海
外
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

一二

百

一
万
千
九
百
円
に
機
構
職
員
の
旅
費
相
当
額
を

ハ
　
邦
れ
雑
瀬

一
項
第

一
号
イ
０
、
ぃ
ス
は
０
に
掲

げ
る
医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査

（当
核
試
験
を
実

施
し
た
施
設
が
国
内
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

七

十
二
万
八
百
円

二
　
第
七
粂
第

一
項
第

一
号
イ
０
、
四
又
は
０
に
掲

げ
る
医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査

（当
該
試
験
を
実

施
し
た
施
設
が
海
外
に
あ
る
場
合
に
限
る
。）

七

十
五
万
千
八
百
円
に
機
構
職
負
の
旅
費
相
当
額
を

ホ
　
紳
れ
無
瀬

一
項
第

一
号
イ
０
又
は
０
に
掲
げ
る

医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査

（当
該
試
験
を
実
施
し

た
施
設
が
国
内
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

六
十
四

へ
　
郷
青
年
姫

一 日
項
第

一
号
イ
働
又
は
０
に
掲
げ
る

医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査

（当
該
試
験
を
実
施
し

た
施
設
が
海
外
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

九
十
五

万
三
百
円
に
機
構
職
員
の
旅
費
相
当
額
を
加
算
し

た
額

〓
一　
医
療
機
器
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
係
る
調

査
　
イ
ス
は
口
に
掲
げ
る
調
査
の
区
分
に
応
し
、
そ

れ
ぞ
れ
イ
又
は
口
に
定
め
る
額

イ
　
当
該
試
験
を
実
施
し
た
施
設
が
国
内
に
あ
る
場

合
の
調
査
　
一ハ
十
三
万
五
千
三
百
円

口
　
当
該
試
験
を
実
施
し
た
施
設
が
海
外
に
あ
る
場

合
の
調
査
　
九
十

一
万
八
千
四
百
円
に
機
構
職
員

の
旅
費
相
当
額
を
加
算
し
た
額

４
　
機
構
が
法
第
十
四
条
の
二
第

一
項

（法
第
十
九
粂
の

二
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）
の
規
定
に
よ
り
行
う
法
第
十
四
姿
第
六
項

（同
粂

購効腰難お帥呼蝉朔対韓就兼旋冶脚栞拘槻症無

嶋一頬榊嚇雛庫洪御締弥乱鞠働娩釣飾和挽悔靴

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

法
第
十
四
条
第

一
項
若
し
く
は
第
九
項

（法
第
十

九
条
の
工
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
又
は
法
第
十
九
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ

医
薬
品
、
医
業
部
外
品
又
は
医
療
機
器
つ
承
認
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
の
調
査

（次
号
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く
。
〉

イ
か
ら

二
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
二
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
令
第
八
十
粂
第
二
項
第
七
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
、

ホ
又
は
へ
に
掲
げ
る
医
薬
品
又
は
医
療
機
器

ｔｌｌ
　
国
内
に
あ
る
製
造
所
に
つ
い
て
の
調
査
　
六

十
六
万
六
千
百
円

０
　
外
国
に
あ
る
製
造
所
に
つ
い
て
の
調
査
　
八

十
四
万
四
千
四
百
円

口
　
令
第
八
十
条
第
二
項
第
七
号
二
に
掲
げ
る
医
薬

品
又
は
医
療
機
器

ｔｌｌ
　
国
内
に
あ
る
製
造
所
に
つ
い
て
の
調
査

十
三
万
九
千
八
百
円

０
　
外
国
に
あ
る
製
造
所
に
つ
い
て
の
調
査

十
三
万
三
千
五
百
円

ハ
　
製
造
工
程
に
お
い
て
減
菌
さ
れ
た
医
薬
品

（イ

ス
は
口
に
掲
げ
る
医
薬
品
を
除
く
。）、
医
薬
部
外

品
ヌ
は
医
療
機
器

（イ
又
は
口
に
掲
げ
る
医
療
機

器
を
除
く
，
）

ｍ
　
国
内
に
あ
る
製
造
所
に
つ
い
て
の
調
査
　
二

十
万
千
三
百
円

０
　
外
国
に
あ
る
製
造
所
に
つ
い
て
の
寵
査
　
二

十
二
万
九
千
八
百
円
　
　
　
　
　
，

一一　
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
医
薬
品
、
医
業
部
外

品
又
は
医
療
機
器
以
外
の
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品

又
は
医
療
機
器

い
　
国
内
に
あ
る
製
造
所
に
つ
い
て
の
調
査

四
万
千
二
百
円

０
　
外
国
に
あ
る
製
造
所
に
つ
い
て
の
観
査

五
万
五
千
四
百
円

一
一　
法
第
十
四
粂
第

一
項
着
し
く
は
第
九
項

（法
第
十

九
条
の
工
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
合

む
。
）
又
は
法
第
十
九
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る

医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
医
療
機
器
の
承
認
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
の
調
査

（医
薬
品
、
医
薬
部
外

品
又
は
医
療
機
器
の
製
造
工
程
の
う
ち
包
装
、
表
示

若
し
く
は
保
管
の
み
に
つ
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。
）

イ
ヌ
は
口
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

ス
は
口
に
定
め
る
額

イ
　
国
内
に
あ
る
製
造
所
に
つ
い
て
の
調
査
　
エハ
万

三
十
八
百
円

日
　
外
国
に
あ
る
製
造
所
に
つ
い
て
の
調
査
　
八
万

四
千
八
百
円

十  十
九  七

三卵中ウ中印弁””巾巾巾お二二部で報”中帥『れ抽

イ
　
第

一
号
イ
に
掲
げ
る
医
薬
品
又
は
医
療
機
器

ぃ十却那村市降製准動束”いほ的鞠雄胡卸

に
係
る
品
目
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た

額。十掛湘吐静章製礎廟一つ沖頭詢師薩当姫

調
査
に
係
る
品
目
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算

し
た
領

口
　
第

一
号
ハ
に
掲
げ
る
医
藻
品
、
医
壕
部
外
品
又

は
医
療
機
器

ぃ十畑那離めち
一製飛罰社噂砂ば的鋼輝競笠

に
係
る
品
目
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た

額。十財瀬離南ち
・製浦新“陣神ぼ的螂雄爾卸

に
係
る
品
目
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た

額

ハ
　
第

一
号
二
に
掲
げ
る
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又

は
医
療
機
器

。十却荊紅ゎ諄靱耐師ｋわ神頼つ脚隆当姪

調
査
に
係
る
品
目
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算

し
た
額
。針的帥中ゆ韓卵串「いや中ポ帥抑陣弗卿

た
額

一一　
前
号
に
掲
げ
る
輌
変
の
対
象
と
な
る
医
薬
品
、

雌中却”印字中弾貯抑却”中毎巾帥韓腿雑

し
た
額

。十勢瀬村前諄碑醜「紅っい煎印印襲該距

査
に
係
る
品
目
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し

た
額

５く脚顧赦線離”距雑部雑球踊ば瀬緩郊似齢講取

び
開
発
を
製
造
所
以
外
の
施
設

（以
下
こ
の
項
及
び
次

蒔項（，こぃ中車キ抑却け係っと中競栞中や巾牢姉一嚇申 帥姉中薩”聯お申抑巾鞭押ギ『酸印競お姫抑的

一算
し
焼
瀬
世
時
毎
ダ

一
項
若
し
く
は
第
九
項

（法
第
十

九
条
の
二
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
．
）
ヌ
は
法
第
十
九
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る

雌懸端Ｆ荘森郵謝嚇課鋭医傷球鰐
の際翻院揮

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ス
は
口
に
定
め
る
額

イ
　
国
内
に
あ
る
施
設
に
つ
い
て
の
調
査
　
エハ
万
三

千
八
百
円

口
　
外
国
に
あ
る
施
設
に
つ
い
て
の
調
査
　
八
万
四

千
八
百
円

二過韓務卦獅啄醇黙顕め廟賄鞭版砂薄醐即虚離

器
に
つ
い
て

の
調
査
　
イ
又
は

口
に
お
げ
る
区
分
に

布じば熊曲療
抑廠探駅
却叫韓碗距額　一一十五

万
八
千
五
百
円
に
、
六
千
七
百
円
に
当
該
調
査
に

」申競帥帥院確距却ヤ申車中ゆ帥競市串中雁

る
品
目
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額

６
　
前
二
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
規

斑～勇湘距難わをだ醗臨那ダ蝉敵閥難虚肺師航

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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８
　
機
構
が
行
う
法
第
十
四
条
の
五
第

一
項

（法
第
十
九

粂
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
合
む
。
）
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
四
姿
の
二
第

一
項
の
確
認
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
が
、
法
第
七
十
八
粂
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
機
構
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　

医
薬
品
に
つ
い
て
の
確
認
　
イ
ス
は
口
に
掲
げ
る

医
薬
品
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ヌ
は
口
に
定

め
る
額

イ
　
第
九
条
第

一
項
第

一
号
イ
に
掲
げ
る
医
薬
品

八
十
万
六
千
六
百
門

口
　
第
九
条
第

一
項
第

一
号
口
に
据
げ
る
医
薬
品

二
十
七
万
千
五
百
円

≡
一　
医
療
機
器
に
つ
い
て
の
確
認
　
イ
ス
は
口
に
掲
げ

る
医
療
機
器
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ

に
定
め
る
額

イ
　
第
九
粂
第

一
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
医
療
機
器

五
十
万
三
千
六
百
円

口
　
第
九
条
第

一
項
第
二
号
口
に
掲
げ
る
医
療
機
器

五
万
千
六
百
円

９
　
機
構
が
行
う
法
第
十
四
条
の
五
第

一
項

（法
第
十
九

条
の
四
に
お
い
て
準
帰
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
四
条
の
二
第

一
項
の
調
査
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
が
、
法
第
七
十
八
粂
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
機
構
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
孝
数
料
の
額
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　

書
面
に
よ
る
調
査
　
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
第
九
条
第

一
項
第

一
号
イ
に
掲
げ
る
医
薬
品

二
百
六
十
七
万
三
千
七
百
円

口
　
第
九
条
第

一
項
第

一
号
口
に
掲
げ
る
医
薬
品

八
十
九
万
三
千
百
円

ハ
　
医
療
機
器
　
六
十
二
万
四
千
六
百
円

一
一　
実
地
の
調
査
　
イ
ス
は
口
に
掲
げ
る
調
査
の
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ス
は
口
に
定
め
る
額

イ
　
医
薬
品
又
は
医
療
機
器
の
安
全
性
に
関
す
る
非

臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
係
る
調
査
　
個
又
は

０
に
掲
げ
る
調
査
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
て
れ
個

又
は
０
に
定
め
る
額

０
　
当
骸
試
験
を
実
施
し
た
施
設
が
国
内
に
あ
る

場
合
の
調
査
　
一
一百
六
万
三
千
四
百
円

０
　
当
該
試
験
を
実
施
し
た
施
設
が
海
外
に
あ
る

場
合
の
調
査
　
一
一百
二
十
八
万
三
十
六
百
円
に

機
構
職
員
の
旅
費
相
当
額
を
加
算
し
た
額

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
調
査
以
外
の
調
査
　
い
か
ら
０
ま

で
に
掲
げ
る
調
査
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
側

か
ら
０
ま
で
に
定
め
る
額

よ
る
改
正
後
の
菜
事
法

（以
下

「新
法
」
と
い
う
。）第

備
唯
韓
葬
申十一
部
韓
れ
本
的
噂
け
昨
韓
梯
床
中
的
柳
『
凛

い
手
数
料
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
改
正
後
の
第

一
粂
、

第
二
条
、
第
八
条
又
は
第
十
三
粂
に
規
定
す
る
額
と
す

７（Ｖ。

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
係
現
に
葉
手
法
及
び
撰
血

及
び
供
血
あ
つ
せ
ん
業
取
締
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法

律
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
薬
事
法
（以
下
「旧

法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
七
項

（旧
法
第
十
九
条
の

二
第
四
項
及
び
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
又
は
旧
法
第
十
四
条
の

四
の
二
第

一
項

（旧
法
第
十
九
条
の
四
及
び
第
二
十
三

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用

す
る
旧
法
第
十
四
粂
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認

の
申
開
を
し
て
い
る
者
が
旧
法
第
十
四
条
第
二
項

（同

粂
第
七
項
並
び
に
旧
法
第
十
九
条
の
二
第
四
項
及
び
第

二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
り
添
付
す
る
当
該
申
請
に
係
る
医
薬
品

（旧
法
第

十
四
粂
第
二
項
後
段
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
．
）
、
医

薬
部
外
品
、
化
粧
品
若
し
く
は
医
療
用
具
の
安
全
性
に

関
す
る
試
験
そ
の
他
の
試
験
の
成
績
に
関
す
る
資
料
叉

は
旧
法
第
十
四
条
の
四
第
四
項

（旧
法
第
十
九
粂
の
四

及
び
第
二
十
三
粂
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
添
付
す
る
当
該
申
請
に
係
る
資
料

（旧

法
第
十
四
条
の
四
第
四
項
後
段
に
規
定
す
る
医
薬
品
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
後

に
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
が
、

旧
法
第
十
四
条
の
こ
第

一
項

（旧
法
第
十
九
条
の
二
第

四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
行
う
審
査
又
は
旧

法
第
十
四
条
の
四
の
二
第

一
項

（旧
法
第
十
九
粂
の
四

及
び
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
お
い
て
準
用
す
る
旧
法
第
十
四
条
の
工
第

一
項
の
規

定
に
よ
り
行
う
確
認
の
た
め
、
そ
の
職
員
を
、
当
骸
試

験
を
実
施
し
た
施
設
又
は
当
該
資
料
に
関
す
る
調
査
を

実
施
し
た
施
設
の
所
在
地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
前
の
第
九
条
第
二

項
又
は
第
六
項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
前
の
第
九
粂
第
二
項
第
二

号
及
び
第
六
項
第
二
号
中

「七
万
五
千
六
百
円
」
と
あ

る
の
は
、
「七
万
三
千
三
百
円
」
と
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣
　
尾
辻
　
秀
久

農
林
水
産
大
臣
　
島
村
　
宜
伸

内
閣
総
理
大
臣
　
小
泉
純

一
郎

働
　
第
九
粂
第

一
項
第

一
号
イ
に
掲
げ
る

に
つ
い
て
の
開
査

（当
骸
鯛
査
の
対
象
と
な
る

施
設
が
国
内
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

一
一百
十

九
万
三
十
三
百
円

の
　
第
九
条
第

一
項
第

一
号
イ
に
掲
げ
る
医
薬
品

に
つ
い
て
の
調
査

（当
該
調
査
の
対
象
と
な
る

施
設
が
海
外
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

一
一百
四

十
万
九
千
六
百
日
に
機
構
職
員
の
旅
費
相
当
額

を
加
算
し
た
額

０
　
第
九
条
第

一
項
第

一
号
口
に
掲
げ
る
医
薬
品

に
つ
い
て
の
調
査

（当
骸
調
査
の
対
象
と
な
る

施
殺
が
国
内
に
あ
る
場
合
に
限
る
じ
　
七
十
五

万
三
千
六
百
円

的
　
第
九
粂
第

一
項
第

一
号
口
に
掲
げ
る
医
薬
品

に
つ
い
て
の
爾
査

（当
該
調
査
の
対
象
と
な
る

施
設
が
海
外
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

七
十
七

万
三
千
三
百
円
に
機
構
職
員
の
旅
費
相
当
額
を

加
算
し
た
額

働
　
第
九
条
第

一
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
医
療
機

器
に
つ
い
て
の
調
査

（当
該
調
査
の
対
象
と
な

る
施
段
が
国
内
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

六
十

一
万
七
百
円

０
　
暮
十九
粂
第

一
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
医
療
機

器
に
つ
い
て
の
調
査

（当
骸
調
査
の
対
象
と
な

る
施
設
が
海
外
に
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

九
十

四
万
九
千
円
に
機
構
職
員
の
旅
費
相
当
額
を
加

算
し
た
額

附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
政
令
は
、
藻
事
法
及
び
採
血
及
び
供
血
あ

つ
せ
ん
業
取
締
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
十

四
年
法
律
第
九
十
六
号
）
の
施
行
の
日

（平
成
十
七
年

四
月

一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
の
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（経
過
捨
便
）

第
二
条
　
薬
事
法
及
び
採
血
及
び
供
血
あ
つ
せ
ん
業
取
締

法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令

の
整
備
に
関
す
る
政
令

（平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
三

十
五
号
）
附
則
第
九
粂
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
政
令
の

施
行
の
日
前
に
薬
事
法
及
び
採
血
及
び
供
血
あ
つ
せ
ん

業
取
締
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
に

国
民
年
金
法
に
よ
る
改
定
率
の
改
定
等
に
関
す
ち
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
仰
　
璽

平
成
十
七
年
二
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣
　
小
泉
純

一
郎

政
令
第
九
十
二
号

国
民
年
金
法
に
よ
る
改
定
率
の
改
定
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
民
年
金
法

（昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
第
二
十
七
粂
の
二
第
四
項
及
び
第
二
十
七
粂
の
三

第
二
項
、
厚
生
年
金
保
険
法

（昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
四
十
三
粂
の
二
第
五
項
及
び
第
四
十
三
粂
の
三

第
四
項

（同
法
ｍ
則
第
十
七
姿
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
台
む
。
）
、
厚
生
年
金
保
険
法
年
の

一
部
を
改

正
す
る
法
律

（平
成
八
年
法
律
第
八
十
二
号
〉
問
則
第
十
六
条
第

一
項
及
び
第
十
七
条
第
三
項
並
び
に
国
民
年
金
法
等

の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
附
則
第
二
十

一
条
第
十
三
項
及
び
附
則
別
表
第

一
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
国
民
年
金
法
第
二
十
七
粂
に
規
定
す
る
改
定
率
の
改
定
）

第

一
条
　
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
国
民
年
金
法
第
二
十
七
姿
に
規
定
す
る
改
定
率
は
、　
一
と
す
る
。

（平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
四
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
再
評
価
客
に
関
す
る
読
替
え
等
）

第
二
条
　
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
四
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
再
評
価
客
に
つ
い
て
は
、
同

法
別
表
を
別
表
第

一
の
と
お
り
読
み
替
え
て
、
同
法
の
規
定

（他
の
法
令
に
お
い
て
、
引
用
し
、
準
用
し
、
又
は
そ

の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
を
適
用
す
る
。
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第
九
十
二
粂
中

「及
び
支
出
宮
事
務
規
程
第
十
条
第

一
項
」
を

「　
支
出
官
事
務
規
程
第
十
条
第

一
項
及
び
財
政

融
資
資
金
預
耗
金
取
扱
規
則
第

一
条
の
二
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
九
十
三
粂
中

「及
び
第
十
四
条
の
三
か
ら
第
十
四
条
の
五
ま
で
」
を

「、
第
十
四
粂
の
三
か
ら
第
十
四
条
の
五

ま
で
及
び
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項
」
に
改
め
、
「納
付
」
の
下
に

「又
は
な
込
み
」
を
加
え
る
。

第
八
号
書
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
号
書
式
　
削
除

第
二
十

一
号
書
式
及
び
第
二
十
二
号
書
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十

一
号
書
式
及
び
第
二
十
二
号
書
式
　
削
除

第
二
十
二
号
の
二
書
式
中

戸

翠
翌
コ
出
を
苗
ヨ
翌
韻
料
勘
出
夕
翌
韻
輯
鱗
ョ
沖
力
再
産
胡
ョ
加
」
を
削
り
、
「田

丼
廟
辞

（ョ
　
　
　
温
ご
を

「
口
排
廟
甜
」
に
改
め
る
。

（日
本
銀
行
の
歳
入
金
等
の
受
入
に
関
す
る
特
別
取
扱
手
続
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
日
本
銀
行
の
歳
入
金
等
の
受
入
に
関
す
る
特
別
取
扱
手
続

（昭
和
二
十
四
年
大
蔵
省
令
第
百
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第

一
条
第

一
項
第
二
号
中

「払
込
を
」
を

「払
込
み
を
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
　
財
政
融
資
資
金

（財
政
融
資
資
金
預
驚
金
取
扱
規
則

（昭
和
二
十
六
年
大
蔵
省
令
第
二
十
九
号
．
以
下

「預

託
金
規
則
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
二
第
二
項
及
び
財
政
融
資
資
金
の
管
理
及
び
運
用
の
手
続
に
関
す
る
規
則
（昭

和
四
十
九
年
大
蔵
省
争
第
四
十
二
号
．
以
下

「管
理
運
用
規
則
」
と
い
う
。）第
四
十

一
条
の
二
第
こ
項
の
規
定

に
よ
り
払
込
み
を
受
け
る
場
合
に
限
る
。
）

擁
護
知
韓
一
ダ
九
項
ま
で
」
の
下
に

「並
び
に
第
二
条
の
三
」
を
、
「納
付
」
の
下
に

「又
は
払
込
み
」
を
加
え
る
。

第八（薪入隷期鍬胸郷研帥離確舛紳け購萌剰抑昨
（部磁距ゴ十年大蔵省令第十四号）の
一部を次のように

中如申時ば
及「張制郊頭駆期雌
十卿脚」一拒帯欺赫範市赫動一却帯一

一
項
」
を

「第
二
条
第
四
号
」
に
改
め
る
．

附
・　
則

第い抑時張（こ期印せお抽ギ『抑お”梓伸暇第含一却””帥時すい，””中い帥弗車葬申所（印ヽ
（務貯蝉抑怖い中仰却

に
係
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
紙
第
十
六
号
書
式
」
を

「財
政
融

別
紙
第
二
号
書
式
」
に
、
「第
十
条
第

（地
方
資
金
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
地
方
資
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
五
月
二
十

一
日
ま
で
に
取
り
扱
っ
た
も
の
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
．

（申
障
害
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
財
務
大
臣
が
し
た
通
知
そ
の
他
の
行
あ
は
、
こ
の
省
令
の
施
行

後
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
の
法
令
の
相
当
規
定
た
と
つ
い
て
財
務
大
臣
が
し
た
遍
知
そ
の
他
の
行
あ
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
財
務
大
臣
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
申
苗
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
は
、

と
の
省
令
の
施
行
後
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
の
法
争
の
相
当
規
定
に
基
づ
い
て
財
務
大
臣
に
対
し
て
さ
れ
た
申
麟
、

属
出
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

（計
算
表
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
平
成
十
七
年
二
月
分
に
係
る
財
政
融
資
資
金
預
託
金
月
計
突
合
表
及
び
財
政
融
資
資
金
預
託
金
受
払
計
算
表

の
作
成
及
び
閣
査
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
．

２
　
平
成
十
七
年
五
舟
三
十

一
日
ま
で
の
取
扱
い
に
係
る
財
政
融
資
資
金
受
払
集
肘
表
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

（様
式
の
特
例
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
つ
台
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ

れ
を
取
り
簿
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
を
る
。

Ｏ
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
二
号

薬
事
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
を
実

施
す
る
た
め
、
及
び
薬
事
法
関
係
手
数
科
令

（平
成
十
六

年
政
令
第
九
十

一
号
）
第
七
条
第

一
項
並
び
に
第
四
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
関
係
手
数
料
規
則
の

一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
相
厚
生
労
働
大
臣
　
尾
辻
　
秀
久

薬
事
法
関
係
手
数
料
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省

令

葉
事
法
関
係
手
数
料
規
則

（平
成
十
二
年
厚
生
省
令
第

六
十
三
号
）
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

）第

一
条
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
し
た
手
数
料
は
、
当
骸

申
締
が
許
可
若
し
く
は
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
掲
合
ス
は

当
骸
申
静
の
取
下
げ
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
返

還
し
な
い
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
体
外
診
断
用
医
葉
品
）

第
二
集
　
薬
事
法
関
係
手
数
料
令

（以
下

「手
数
料
令
」

と
い
う
。
）
第
七
粂
第

一
項
第

一
号
イ
側
の
厚
と
労
れ
省

令
で
定
め
る
体
外
診
断
用
医
薬
品
は
、
手
数
料
令
舞
七

条
第

一
項
第

一
号
イ
ロ
に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

と
組
み
合
わ
せ
て

一
体
と
な
る
体
外
診
断
用
医
薬
品
と

す
る
。

第
二
条
中

「第
二
粂
第
四
項
」
を

「第
七
粂
第
四
項
」

に
、
「同
条
第

一
項
第

一
号
イ
個
、
０
、
回
、
０
又
は
０
」

を

「同
条
第

一
項
第

一
号
イ
付
、
０
、
０
、
０
、
０
、
い
、

ロ
ス
は
い
」
に
改
め
、
同
条
第

一
号
イ
中
宍
法
第
二
十
三

条
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
合
む
。）」
を
制
る
。

第
四
条
を
削
る
。

聞
・　
別

（滝
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月

十
日
か
ら
施

行
す
る
。

（薬
事
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
薬
手
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令

第

一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
百
五
十
一
二
条
第

一
項
第

一
号
二
中

「葉
喜
法
関
係

手
数
料
令

（平
成
十
二
年
技
令
第
六
十
七
号
）
第
三
粂
第

一
項
イ
付
」
を

「莱
事
法
関
係
手
数
料
令

（平
成
十
六
年

攻
令
第
九
十

一
号
）
第
七
条
第

一
項

一
号
イ
０
」
と
改
め

とつ．
Ｏ
農
林
水
産
省
令
第
四
十
号

薬
事
法
関
係
手
数
料
令

（平
成
十
七
年
政
令
第
九
十

一

号
）
第
五
条
第
四
項

（同
令
第
六
条
第
三
項
、
第
七
条
第

二
項
、
第
八
条
第
三
項
、
第
九
条
第
二
項
、
第
十

一
条
第

四
項
及
び
第
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
．
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
令
を
実
施
す
る
た
め
、

動
物
用
医
薬
品
等
手
数
料
規
則

（平
成
十
二
年
農
林
水
産

省
令
第
五
十
二
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
日
農
林
水
産
大
臣
　
島
村
　
宜
伸
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